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PDF運用移行ガイド

Trueflow 推奨運用環境
Trueflow では、多くの入力対応ファイル形式、複数の演算処理系、多数のサポート
DTP アプリケーションがありますが、ここでは現時点で最も推奨 *1) される DTP 運
用環境について説明します。

PDF/X 運用
Trueflow では、従来の PostScript よりも、ISO の規格に準拠した PDF/X の活用を
推奨します。	 →「PDF/X 運用の推奨」(P2)

PDF/X とは印刷を効率よく行うために生まれた印刷用の PDF です。ISO 15930
の規格として一定の基準が設けられているため、安全に出力することができます。
例えば、印刷に関係のない PDF の記述や、エンベッドされていないフォントなど
が禁止されています。通常の PDF では入稿しても印刷に適さない情報が入ってい
ると出力できないこともあり、ネイティブから修正する手間が発生してしまいます。
PDF/X では一定基準を満たした上で PDF を作成して入稿できるので、そのような
手間を省き、合理的なワークフローを実現することができます。

Adobe PDF Print Engine
Trueflow では、「従来 PS/PDF 処理」よりも、Adobe PDF Print Engine を使用する 

「最新 PDF 処理」を推奨します。	 →「Adobe PDF Print Engine」(P3)

Adobe PDF Print Engine は、Adobe 社の新しい RIP 技術であり、従来の CPSI
系の RIP が PostScript を処理するのに対して、Adobe PDF Print Engine は PDF
をダイレクトに処理することができます。Adobe PDF Print Engine による PDF
のダイレクト処理では、透明効果の分割処理や RGB 画像の CMYK 変換などのデバ
イスに依存した処理を事前に行う必要はなく、そのまま RIP 処理することができ、
Trueflow では独自の技術で Adobe PDF Print Engine の透過性を高めています。

最適な DTP アプリケーション
Trueflow では、最もその特徴を活かせる *2)DTP アプリケーションとして、Adobe 
Creative Suite 3 以降、あるいは QuarkXPress 8 以降を推奨します。
	 →「DTP アプリケーションとデータ作成」(P4)

Adobe Creative Suite 2 以前では、画像にストリークが発生する *3) という重大な
問題がありましたが、その問題も修正し、また PDF/X-4 へのダイレクト出力に対
応したアプリケーションとして Adobe Creative Suite 3 以降を推奨します。
QuarkXPress 8 は、Quark として、初めて PDF/X のダイレクト出力に対応したア
プリケーションとして推奨します。

*1)DTP 制作データの出力という
観点において、出力透過性の高
さ、サポート情報も多さ、その
運用の将来性などの要素のバラ
ンスを推奨の基準としています。
この運用しか使えないという意
味ではありません。

*2) 最もその特徴を活かせる、と
いう意味であり、それ以外はサ
ポートしていない、という意味
ではありません。
*3) 画像を埋め込むという回避
策はありますが、運用に制限が
残 り ま す。 詳 細 は「Illustrator 
CS3以降によるRGB運用」(P50)
で説明しています。
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PDF/X 運用の推奨

PDF/X-1a と PDF/X-4
PDF/X とは ISO 15930 の規格で、いくつかのバリエーションがあります。RGB 画
像や透明効果の使用を禁止した PDF/X-1a、RGB 画像を許可した PDF/X-3、さらに
透明効果を許可した PDF/X-4、その上にグラフィックの外部参照も許可した PDF/
X-5 などがあります。また、2010 年より ISO 16612-2 の規格と発行されるバリア
ブル印刷向けの PDF「PDF/VT」も、PDF/X-4 や PDF/X-5 を基本技術として規格
化されおり、将来性という観点からも PDF/X 運用が推奨されます。
Trueflow SE では、透明効果を使用したデータや RGB 画像を含むデータは PDF/X-4
を、それ以外のデータには PDF/X-1a の運用を推奨します。

PDF/X-4 の運用
PDF/X-4 はデバイス依存性のない（Device Independent）PDF の運用を行うため
に不可欠な規格です。あらかじめ透明の分割処理や CMYK 変換が必要な PDF/X-1a
とは異なり、そのメリットを最大限に活かすことができます。
PDF/X-4 のポイントとなるメリット 2 点を説明します。

1.	 透明効果が使用された RGB ワークフローにおいて、透明効果を保持したまま
（Live Transparency）の PDF を運用できます。*1)

具体的には「DTP アプリケーション別 Trueflow 推奨運用」(P3) の表にあ
るように、InDesign CS2 〜 CS5、Illustrator CS3 〜 CS5 において、高品質な
RGB-CMYK 変換を活用した運用が可能です。
詳細は「カラーマネジメントと RGB ワークフロー」(P45) を参照してください。

2.	 文字の品質向上については、PDF/X-4 を Adobe PDF Print Engine 用いた処理
を行う事で、元データのイメージを損なうことなく再現することができるという
メリットがあります。

PDF/X-4 は、従来の PDF/X-3 に透明効果とレイヤーを含むことを許可しており、
PDF のベースバージョンを透明がサポートされていない PDF1.3 からサポートして
いる PDF1.6*2) に引き上げますが、透明効果とレイヤーを許可すること以外の制限
については従来の PDF/X-3 とほぼ同等の内容となっています。
PDF/X-4 で運用することにより、透明効果を含む RGB ワークフローや文字の品質
を向上させることができますが、それは PDF/X-1a での運用とは異なり、透明処理
の方法を RIP 側に任せることになるため、PDF/X-1a の運用よりも RIP 側の処理の
特性を熟知しておく必要があります。

PDF/X-1a の運用
PDF/X-1a で運用するためには、RGB 画像を CMYK 画像に変換したり、全てのフォ
ントをエンベッドする必要がありますが、最も設定が難しいのが透明オブジェクト
の分割です。アプリケーションで「透明」と指定されたオブジェクトは、「透明のよ
うに見えるが透明ではないオブジェクト」として分割する必要があります。
透明の分割についての詳細は「透明効果」(P10) を参照してください。

PDF/X-1a と PDF/X-4 について、
本書では、特に区別が必要となる
ポイントについて、以下のように
表示しています。
どちらの表示もない場合は、一般
的な情報としてお読みください。

PDF/X-1a の運用に
必要な情報
PDF/X-4 の運用に
必要な情報

*1)PDF/X-3 形式はなぜサポート
していないのでしょうか。

Web

*2) 本来、PDF/X-4 のバージョン
は、PDF1.6 以 下 で す が、CS3/
CS4 では PDF1.4 での作成しか
サポートされておらず、レイヤー
を含めた PDF/X-4 を作成する事
ができません。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080222pdfx3.html


大日本スクリーン製造株式会社

PDF 運用移行ガイド Adobe PDF Print Engine 3

Adobe PDF Print Engine

Trueflow における Adobe PDF 
Print Engine

Trueflow SE Ver5.00 以 降 か ら PDF の 処 理 エ ン ジ ン と し て、Adobe PDF Print 
Engineを搭載しており、POD (Print On-Demand)運用などの印刷形態にも対応し、
デバイスごとに最適化した PDF を作成することなく、一つの PDF であらゆるデバ
イスに応じた柔軟な処理を行うことができます。
Trueflow SE では、PDF や PostScript の処理を従来の Trueflow 処理によって演算
する方法（従来 PS/PDF 処理）と、新たに導入された Adobe PDF Print Engine を
使用する方法（最新 PDF 処理）の二通りの処理から選択することができます。*1)

下 記「Trueflow 推 奨 運 用 」(P3) に あ る 様 に、Trueflow SE の Adobe PDF Print 
Engine を利用することで、運用はシンプルになり、品質面においても多くのメリッ
トを得ることができます。

Trueflow 推奨運用
各々の DTP アプリケーションの Trueflow での推奨運用は以下の通りです。
•	 DTP アプリケーション別 Trueflow 推奨運用

◎	：ダイレクトに PDF/X-4 出力 (P52)
○	：RGBワークフロー用PDFを作成(P52)→Acrobat 8でPDF/X-4にFixup(P69)
●	：ダイレクトに PDF/X-1a 出力 (P52)(P60)(P64)
■	：PostScript 出力 → Distiller7 以降で PDF/X-1a に変換 (P68)
□	：EPS 出力のみ
×	：サポートなし

Trueflow SE
以降 *2)

Trueflow 3 
Ver4.01 まで

Adobe Creative Suite 3
～

Adobe Creative Suite 5

InDesign CS3 〜 CS5 RGB 運用 	 ◎ 	 ◎
CMYK 運用 	 ◎ 	 ●

Illustrator CS3 〜 CS5 RGB 運用 	 ◎ 	 ◎
CMYK 運用 	 ◎ 	 ●

Adobe Creative Suite 2
InDesign CS2 RGB 運用 	 ○ 	 ○

CMYK 運用 	 ○ 	 ●

Illustrator CS2 RGB 運用 	 × *3) 	 × *3)

CMYK 運用 	 ● 	 ●

Adobe Creative Suite
InDesign CS RGB 運用 	 × 	 ×

CMYK 運用 	 ● 	 ●

Illustrator CS RGB 運用 	 × 	 ×
CMYK 運用 	 □ 	 □

QuarkXPress

QuarkXPress 6.5 RGB 運用 	 × 	 ×
CMYK 運用 	 ■ 	 ■

QuarkXPress 7 *4) RGB 運用 	 × 	 ×
CMYK 運用 	 ● 	 ●

QuarkXPress 8 RGB 運用 	 × 	 ×
CMYK 運用 	 ● 	 ●

*2)	Trueflow SE で　Adobe PDF Print Engine を使用した運用の場合
*3)	画像が分割されるため (P98) 不可
*4)	QuarkXPress 7 は欧米版のみリリース

*1)Trueflow SE はデュアルコア
構成になっており、従来との演算
互換性が必要な場合は、従来の
Trueflow の処理エンジンを使用
することもできます。
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DTP アプリケーションとデータ作成

サポート DTP アプリケーション
Trueflow出力の手引きでは、「Trueflow推奨運用」(P3)に記載のあるDTPアプリケー
ションをサポートしています *1) が、Adobe PDF Print Engine と PDF/X-4 のメリッ
トを最大限に活かすことのできる DTP アプリケーションとして、Adobe Creative 
Suite 3 以降、あるいは QuarkXPress 8 以降を推奨します。
単にこれらの DTP アプリケーション使用するだけはなく、最適な設定（「PDF 書き
出しプリセット」(P4) 参照）と、それに応じたデータ制作（「PDF のダイレク
ト出力とネイティブ貼り込みの推奨」(P6) 参照）を行う事も重要です。

•	 Trueflow 出力の手引きのサポート
DTP アプリケーション 主な運用

Trueflow 出力の手引き
サポート DTP アプリケーション

推奨

Adobe Creative Suite 3
～

Adobe Creative Suite 5
ダイレクト PDF/X-4 出力

QuarkXPress 7 / 8 ダイレクト PDF/X-1a 出力
Adobe Creative Suite 2
Adobe Creative Suite

ダイレクト PDF/X-1a 出力
（留意事項あり）(P98)

QuarkXPress 6.5 PostScript 出力→
Distiller で PDF/X-1a 変換

PDF 書き出しプリセット
Trueflow では、PDF/X の書き出しにおいて、必要な設定を間違いなく簡単に行う
ために、プリセットファイルを用意しています。
PDF 書き出しプリセットは CS2 又は CS3 〜 CS5 の各アプリケーション間で共有さ
れます。

Illustrator CS2Distiller 7

InDesign CS2

CS２用 プリセットファイル CS３～CS5用プリセットファイル

Illustrator CS3～CS5Distiller 8以降

InDesign CS3～CS5

Creative Suite 2 のアプリケーション間（InDesign CS2, Illustrator CS2, Acrobat 7）
でプリセットファイルを共有します。
Creative Suite 3 〜 5 のアプリケーション間（InDesign CS3 〜 CS5, Illustrator 
CS3 〜 CS5, Acrobat 8/9）でプリセットファイルを共有します。

（Photoshop などでも使用しますが、ここでは説明しません）
QuarkXPress 8 にも、専用の出力スタイルファイルを用意しています。

*1) それ以外のアプリケーション
については Trueflow SE に添付
されている「Trueflow 使用上の
留意点」を参照して下さい。
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Trueflow のサポートとして、以下のプリセットファイルを提供しています。

•	 プリセットファイル対応表

出力形式 PDF/X-1a PDF/X-4
CS Trueflow PDF-X-1a 1.0.pdfs ー

CS2 TrueflowPDFX1a1.3J.joboptions Trueflow RGBwf 1.3J.joboptions

CS3 〜 CS5 TrueflowPDFX1a1.3J.joboptions Trueflow PDFX4 1.3J.joboptions
Trueflow RGBwf 1.3J.joboptions*1)

Distiller 7 以降 TrueflowPDFX1a1.3J.joboptions ー

QuarkXPress 8 TrueflowPDFX1a Style 3.1J.xml ー
*1)「バージョニング運用」(P91) の場合のみ使用

このプリセットファイルは、Adobe が提供する標準の PDF/X のプリセットファイ
ルとは詳細な設定で異なる部分がありますが、「各々の PDF/X に準拠した PDF を作
成する」ということについては変わりありません。
CS2 と CS3 〜 CS5 ではプリセットファイルの保存場所が異なります。
詳細は「Adobe CS2〜CS5、 Acrobat 7〜9のPDF設定」(P102)を参照してください。
QuarkXPress 8 については、「QuarkXPress 8.0 の出力スタイル」(P111) を参照して
下さい。

Adobe 標準設定との相違点
Adobe の標準設定との相違点をいくつか挙げます。
•	 Distiller 7 〜 9 では、RGB 画像から CMYK 画像への自動変換は行わず、エラー

終了する設定にしています。
•	 画像品質保証の観点から、画像圧縮として ZIP 圧縮を使用しています。
•	 InDesign CS2 〜 CS5、Illustrator CS2 〜 CS5 において、なるべくブリード設定

が有効になる設定にしています。
•	 Trueflow で処理を行う場合、より一層出力品質と透過性が向上するように設定を

最適化しています。

プリセットの設定変更
Adobe Creative Suite 向けの PDF 書き出しプリセットファイルは、各アプリケー
ションで設定を変更し、新たに保存することが可能です。
しかし、アプリケーション上で設定し、保存したプリセットを、設定したアプリケー
ション以外のバージョン（CS3 〜 CS5、Distiller8 以降）で使用すると、予期せぬ
結果になることがあります。必ず保存したバージョン専用のプリセットファイルと
してご使用ください。初期状態の設定ファイルのみ共通で使用できます。
全てのアプリケーションで同じ設定変更が必要な場合（例：画像を JPEG 形式で圧
縮するなど）も、各々のアプリケーション毎に別のプリセットファイルを作成して
設定してください。

PDF 書 き 出 し プ リ セ ッ ト フ ァ
イルはロックされているため、
Distiller で設定を変更して、そ
のまま OK をクリックすると、

「Adobe PDF 設定ファイルの書
き込み中にエラーが発生しまし
た。」とメッセージが表示されま
す。設定を変更した場合は「別名
で保存」をクリックし、名前を変
更して保存してください。
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PDF のダイレクト出力とネイ
ティブ貼り込みの推奨

Distiller では作成できない
PDF/X-4

「DTP アプリケーション別 Trueflow 推奨運用」(P3) の 表にある通り、Adobe 
Creative Suite シリーズ、及び QuarkXPress 8（欧米では QuarkXPress 7）以降の
アプリケーションでは、全てのケースにおいて PostScript ではなく PDF のダイレ
クト出力が推奨運用となります。特にダイレクト出力が必要不可欠なのは、透明や
レイヤー情報を含むことが可能な PDF/X-4 です。
Distiller で 処 理 す る に は、 一 旦 PostScript に 変 換 す る 必 要 が あ り ま す が、
PostScript は、透明やレイヤーを記述できないため、分割統合されてしまいます。
透明やレイヤーなどの情報を保持するためには、DTP アプリケーションからダイレ
クトに出力することが必須となります。

Illustrator CS2 〜 CS5 ネイ
ティブ運用

Illustrator のデータを InDesign に取り込む場合、従来は EPS 形式での取り込みを
推奨していましたが、「PDF/X-4 の運用」(P2) の説明の通り透明効果を保持したまま

（Live Transparency）の PDF を作成するには、InDesign に配置される Illustrator
データも透明が分割統合されてしまう EPS 形式ではなく、Illustrator ネイティブ形
式で配置する必要があります。
Trueflow SE では Adobe PDF Print Engine を使用して、Illustrator ネイティブ形
式（.ai）で InDesign に取り込むことを推奨します。
•	 Illustrator データ対応表

◎	：透明を含めた連携サポート
○	：透明は分割される連携サポート
△	：制限付き（非推奨運用）
×	：サポートしない

InDesign QuarkXPress

Illustrator 2.0 以前 CS CS2
CS3

～
CS5

6.5  7*1) 8

10 以前
EPS 	 △ *2) 	 △ *2) 	 △ *2) 	 △ *2) 	 ○ 	 ○ 	 ○

ネイティブ 	 × 	 × 	 × 	 × 	 × 	 × 	 ×

CS
EPS 	 × 	 ○ 	 × 	 × 	 ○ 	 ○ 	 ○

ネイティブ 	 × 	 ○ *3) 	 × 	 × 	 × 	 × 	 ×

CS2
EPS 	 × 	 × 	 ○ 	 × 	 ○ 	 ○ 	 ○

ネイティブ 	 × 	 × 	 ◎ *4) 	 × 	 × 	 × 	 ○

CS3 〜 CS5
EPS 	 × 	 × 	 × 	 ○ 	 ○ 	 ○ 	 ○

ネイティブ 	 × 	 × 	 × 	 ◎ *5) 	 × 	 × 	 ○
*1)	QuarkXPress 7 は欧米版のみリリース
*2)	特色が使用されているとエラーになり、CMYK のみしか使用しない場合も含めて推奨とい

う意味ではありません
*3)	ネイティブ取り込みは可能だが、InDesign CS での PDF/X-4 運用はサポート外
*4)	Trueflow SE で Adobe PDF Print Engine を使用する場合に限り推奨（CMYK のみ、RGB

画像混在は不可）
*5)	Illustrator と InDesign の CS のバージョンも合わせる必要あり。Trueflow SE で Adobe 

PDF Print Engine を使用する場合に限り推奨（RGB 混在も可）

Illustrator ネイティブ形式での保
存設定は出力の手引き Web で説
明しています。

	 Web

RGB 運用を行う場合は、JPEG、
TIFF または Photoshop ネイティ
ブ形式（.psd）で取り込みます。
(P50)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/42illustrator/20080819illustratornative.html
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従来 PS/PDF 処理と最新 PDF 処理との違い

Adobe PDF Print Engine と従来
演算

Trueflow SE では、従来の Trueflow 処理によって演算する方法（従来 PS/PDF 処理）
と、Adobe PDF Print Engine を使用する方法（最新 PDF 処理）の二通りの処理か
ら選択することができます。
Trueflow SE Ver7.10 では、最新 PDF 処理でも PostScript を処理できる様になり、
最新 PDF 処理が従来 PS/PDF 処理と同じ様に使うことができます。
この 2 つの処理系において大きな違いが確認されることはほどんどありません *1) が、
特異なオーバープリントの処理において、まれに差違が確認される場合があります。
しかし、以下のポイントを理解した上で、チェックすれば、この差違が表れることは、
ほとんどありません。

•	 対象となるデザイン（例：グラデーションをオーバープリントなど）は通常は
設定されないケースが多い

•	 最新 PDF 処理の方が PDF の規格としては正しく、Acrobat の表示とも一致
するので、Acrobat での事前チェックが可能。

Trueflow の「オーバープリント
モード」での設定

従来 PS/PDF 処理には「オーバープリントモード」という設定がありますが、この
設定は、PDF の規格としての OPM（「オーバープリントモード」(P30) 参照）だけの
意味ではなく、「従来 PS/PDF 処理の結果を最新 PDF 処理に合わせる」という意味
を持っています。

最新 PDF 処理では、この「オーバープリントモード」の設定はありません。常に「PDF
のオーバープリントに準拠する」ものとして動作します。

より詳細な解説を出力の手引き
Web に記載しています。

(1) 概要	 Web

(2) 技術詳細	 Web

(3)DTP アプリケーションの挙動	
Web

(4) 覚えておくべき事	 Web

*1) 厳密なデジタル検版では、数
ドット程度の品質に影響のない差
違が検出される場合があります。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100113appe_op1.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100115appe_op2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100203appe_op3.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100224appe_op4.html
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演算処理系統 「オーバープリントモード」設定 処理内容 Acrobat 表示

従来 PS/PDF
処理

システム設定を使用する 従来の PostScript の処理 一致しない *1)

PDF のオーバープリントに準拠する
PDF の規格通りの処理 一致する

最新 PDF 処理 （設定なし）
*1) 全く一致しないのではなく、下記「2 つの設定による差違」(P8) の部分での差違のみ発生

Trueflow の「システム設定を
使用する」処理

オーバープリントモードの設定が「システム設定を使用する」（デフォルト）*2) の状
態では、下記「2 つの設定による差違」(P8) で示されているオブジェクトにつ
いて、PDF の本来の規格とは異なる動作を行います。
この設定の特徴は、OPM が不適切に設定された場合でも、見た目と一致し、ユーザー
の期待に近い処理を行います。
また、OutlinePDF の処理において、緻密かな互換性を保つためのいくつかの特別
な処理が入っており、OutlinePDF による運用を行う場合は、この設定を使用します。

Trueflow の「PDF のオーバー
プリントに準拠する」処理

従来 PS/PDF 処理で「PDF のオーバープリントに準拠する」を指定した場合、PDF
の規格通りの処理を処理を行います。
最新 PDF 処理の場合はこの設定がなく、常に PDF の規格通りの演算を行い、OPM
の処理も「オーバープリントモード」(P30) の説明通りの正式な仕様に基づいて演算
されます。*3)

この設定の特徴は、規格通りに処理されるため、一般的な DTP アプリケーション
から出力された PDF を見た通りに出力する場合や、OPM が混在したり、あえて 
/OPM 0 が記述される様な特殊な PDF の出力を試みる場合に、この設定を使用しま
す。つまり、OutlinePDF 以外の場合は、この設定の使用を推奨します。

2 つの設定による差違
この 2 つの設定における出力の差違について、下表にまとめます。
全てのオブジェクトにおいて「PDF のオーバープリントに準拠する」設定の場合の
出力が、PDF の規格通りの正しい出力です。

オーバープリントモード設定 システム設定を
使用する

PDF のオーバー
プリントに準拠する

DeviceCMYK のグラデーションにオーバープリント 有効 無効

DeviceCMYK の画像にオーバープリント 有効 無効

DeviceCMYK のパターンにオーバープリント 有効 無効

DeviceGray に対するオーバープリント 有効 無効

PDF に記述された OPM の取り扱い 無視 : /OPM 1 で処理 データ通り処理

DeviceN や Separation による白ノセ 白が消える 白として出力

DeviceRGB/ 疑似色化の特色へのオーバープリント *4) CMYK 変換で有効 無効
*4) 例えば、RGB=0,0,0% のオーバープリントは入力チケットの設定により K=100% の墨ノ

セオブジェクトとして処理します。

*2)「 シ ス テ ム 設 定 」 と は
Trueflow の内部設定で、詳細な
OPM の処理について定義してい
るものです。このシステム設定が
標準状態の場合について説明して
います。

*3) 入力処理において、自動オー
バープリント設定が使用されてい
たり、オーバープリントを取り込
まない設定を行った場合には、そ
の時点で PDF のオーバープリン
ト設定を変更することになるの
で、OPM についても仕様通りの
出力にはなりません。
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例として DeviceCMYK のグラデーションと画像の差違を以下に図示します。

M=100%

C=100%

グラデーション
オーバープリント：On
グラデーション

オーバープリント：On

Trueflow 従来演算系Trueflow 従来演算系
Trueflow 従来演算系Trueflow 従来演算系

Y=100%

M=100%

C=100%

C=100%

Y=100%

Trueflow 最新演算系
PDF の規格通り

Trueflow 最新演算系
PDF の規格通り

Trueflow 最新演算系
PDF の規格通り

Trueflow 最新演算系
PDF の規格通り

グラデーション
オーバープリント：On
グラデーション

オーバープリント：On

Device CMYK
Cyan 成分のない画像
オーバープリント：On

Device CMYK
Cyan 成分のない画像
オーバープリント：On

Device CMYK
Cyan 成分のない画像
オーバープリント：On

Device CMYK
Cyan 成分のない画像
オーバープリント：On

C=100%

処理系に依存しないオーバープ
リント記述

以上の例の通り、「2 つの設定による差違」(P8) で示された様なオブジェクトは、
RIP の処理系によって解釈が異なる可能性の高い、デバイス依存性の高い記述であり、
最近の DTP アプリケーションでは、この様な記述を避ける様に実装されています。

例えば、PDF の規格により、DeviceCMYK のグラデーション、パターン、画像へ
のオーバープリント指定は無効になっていますが、DTP アプリケーション側で版の
有無を明示的に指定できる DeviceN に書き換えることによって、可能な限りオー
バープリントが再現できるように工夫されています。*1)

この例の場合、DeviceN で記述することによって、RIP 側のオーバープリント処理
の仕様に依存せず、また OPM の設定にも関わらず、同じオーバープリントが再現
できます。
現在の主流である In-RIP セパレーション運用では、RIP 側での分版を DTP アプ
リケーション側から明確に指定する必要があり、その明確な指定の為にこの様な
DeviceN への書き換えなどの工夫がされています。
これが In-RIP セパレーション前提の PDF ワークフローで、DeviceN の理解が重要
である理由のひとつです。
Illustrator 10 や InDesign 2.0.2 の頃は、出力の手引き Web（Adobe PDF Print 
Engine でのオーバープリント (3) - DTP アプリケーションの挙動）上で示した例 ( 表
示上の矛盾があるなどの ) の様にオーバープリントの解釈が明確になっていく過渡
期であり、この頃に利用されていた Trueflow の従来演算処理も含む当時の RIP でも、
その状況を考慮したオーバープリント処理が実装されいたために、現在の RIP とは
異なる結果になる場合もあります。
実際の制作業務ではこれらのオブジェクトへのオーバープリントは透明に置き換え
る、DeviceGray は使用しないなどの工夫を行う事で、より出力環境への依存の少な
い PDF が作成できます。

具体的な DTP アプリケーション
ごとの挙動の説明を出力の手引き
Web に記載しています。

Web

*1)OutlinePDF も同様にデバイ
ス依存性の低いオーバープリント
の再現が得られる様に工夫されて
おり、この 2 つの設定によるオー
バープリント処理の差違は発生し
ません。
逆 に、OutlinePS/EPS の 場 合、
従来 PS/PDF 処理の「システム
設定を使用する」での演算が前提
で（つまり依存性が高い）ある
ため、入稿データの Separation 
Black や DeviceN（Black の み ）
カラーを DeviceGray に変換し、
OutlinePS/EPS に記述します。
そのデータを PDF の規格通りに
処理すると入稿データで指定され
ていた Black は DeviceGray なの
でノセが無視されます。
それが墨ノセの場合は、Trueflow
側の自動オーバープリントで回避
できます。それ以外の Black へ
のノセを有効にするには事前に
OutlinePS/EPS を OutlinePDF
に変換することで DeviceGray は
Separation や DeviceN に書き換
えられるので回避できます。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100203appe_op3.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100203appe_op3.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100203appe_op3.html
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PDFワークフロー技術情報

透明効果

透明効果とは
透明効果とは、Illustrator 9 や InDesign 2.0 以降で新たに加わった機能です。
透明効果を使用した場合、設定によって出力に問題が発生する場合があります。し
かし、透明効果のしくみや設定の方法を理解して適切に処理されたファイルは、ほ
とんどの場合、問題なく出力することが可能です。
透明効果を使用した場合、PDF/X-1a で出力の際には必ず分割処理を行わなくては
なりません。透明の分割（Flattening）は Illustrator や InDesign などで使用で
きる「透明」を DTP アプリケーション側で分割することがあらかじめできるので、
RIP 側で分割を行う必要がなくなります。
しかし、データの内容によって分割の設定が異なるため、アプリケーションの初期
設定値では出力が期待通りに行われないことがあります。この場合は設定値の変更
が必要となります。

透明となる例
「透明」が含まれたデータとは、透明パレットで設定するオペレーション以外にも、
次のようなあらかじめ透明が適用されているスタイルやシンボル、効果があります。
実際に透明が適用されているかどうかは、「透明の確認方法」(P16) で説明されている
方法で確認することができます。
•	「シンボル」「グラフィックスタイル」の一部
•	 効果メニューの一部
（＝ベクトルオブジェクトへのみ効果が適用できるメニュー）
- SVG フィルタ
- スタイライズ（ぼかし、ドロップシャドウ、光彩（外）、光彩（内））
- ぼかし
- ピクセレート（サブメニュー全て）
- シャープ　　　　など

分割の概要
PostScript や PDF/X-1a のベースとなる PDF1.3 には、透明を表現する命令はあり
ません。アプリケーション上の全ての透明オブジェクトは、視覚的には透明を保持
しながら、透明を含んでいない不透明度 100％のデータへの変換が必要となります。
この処理を「分割」といいます。
透明効果を使用した場合、データ処理のどこかの段階で、「分割」処理を行わなけれ
ばなりません。



大日本スクリーン製造株式会社

PDF ワークフロー技術情報 透明効果 11

透明オブジェクト 不透明オブジェクト

分割

分割例 ）

どの時点で分割されるか
次のいずれかの操作を行った場合に、ファイルは分割・統合処理されます。
•	 透明部分を含むファイルを PostScript（プリンタ）に出力した場合
•	 透 明 部 分 を 含 む フ ァ イ ル を、Illustrator 8 以 前 の 形 式 *1)（Illustrator（.ai）、

IllustratorEPS、PDF 1.3 など）や、透明を認識しないファイル形式（PICT、
EMF、WMF）にした場合

•	「透明の分割・統合」コマンドを使用した場合
•	 環境設定の「ファイル管理・クリップボード」で「AICB －アピアランスを保持」

を選択して、透明オブジェクトを他のアプリケーションにペーストした場合

どのように分割されるか

分割前 分割 分割後

	 不透明オブジェクト ベクトル されない ー

	 透明オブジェクト ベクトル される ベクトル

	 透明グラデーション ベクトル される ラスタ *1) ／ベクトル

	 画像 ラスタ される ラスタ

Ⅰ．不透明オブジェクト＆透明
オブジェクト

不透明オブジェクト

透明オブジェクト 

すべて  不透明オブジェクト 

分割

*1)Illustrator（.ai）、Illustrator 
EPS の場合は、「アピアランスを
保持」「アピアランスとオーバー
プリントを保持」のいずれかを選
択する必要があります。

*1) 透明グラデーションと部分の
み画像化されます。
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Ⅱ．画像＆透明オブジェクト /
画像＆透明グラデーション

透明がグラデーションの場合 

画像

透明オブジェクト

透明が単純オブジェクトの場合

画像画像

不透明オブジェクト 不透明グラデーション

分割

Ⅲ．透明グラデーション＆グラ
デーション

グラデーション

透明グラデーション
不透明グラデーション

不透明グラデーション

画像

分割

「透明分割・統合オプション」の
詳細

画像と透明の重なり部分は、画像
化されます。

グラデーション（透明、不透明
を問わない）の上に透明グラデー
ションが重なった場合、その重な
り部分は画像化されます。
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Ⅰ . ラスタライズ / ベクトル設定
透明を使用した場合は、ラスタライズ／ベクトル設定が重要になります。
この設定により、ベクトルデータをラスタライズする領域（画質）、ファイルサイズ、
処理時間に違いがでます。

この設定値は、必ずしも高ければ良いという訳ではありません。
通常は設定値「100」（高解像度）での運用をおすすめしますが、まれに透明を使用
した複雑なデータは、出力処理に問題が起きることがあります。
この場合は、スライダの設定を「99」〜「75」に変更することにより、問題を回避
出来ます。データにより適切な設定値は異なりますので、データが複雑な場合は、「分
割・統合プレビュー」で確認しながら設定値を変更し適切な値を決め、校正刷りを
行うことをお勧めします。

•	 分割・統合プレビューで確認
以下のサンプルでは、ラスタライズ／ベクトル設定値を変更し、「ラスタライズさ
れる複雑な領域」の表示結果を比較しています。

[ 0 ] [ 50 ] [ 99 ]

設定値が「100」の場合
ラスタライズ／ベクトルスライダ
が 100 の場合でも、画像との重
なり部分や、グラデーション（透
明、不透明問わない）の上に透明
なグラデーションが重なった部分
などは、常に画像化されます。
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Ⅱ . ラインアートとテキストの
解像度

ここでは、ラスタライズされたラインアートとテキスト部分の解像度を設定します。

[ 75 ppi ] [ 400 ppi ] [ 1200 ppi ]

Ⅲ . その他オプション
［グラデーションとメッシュの解像度］
ここでは、ラスタライズされたグラデーションとメッシュ部分の解像度を設定しま
す。ドロップシャドウやぼかしの最大解像度もここできまります。

［すべてのテキストをアウトラインに変換］
すべてのテキストオブジェクトをアウトラインに変換し、テキストの文字情報を破
棄します。このオプションを選択すると、分割・統合処理による文字の太さへの影
響が抑制されますが、小さいフォントは若干太くなります。

［すべてのパスをアウトラインに変換］
すべてのパスをアウトラインに変換します。

［複雑な領域をクリップ］
ベクトル部分とラスタライズ部分の境界線が、オブジェクトのパスに重なるように
処理されます。ベクトルオブジェクトの一部のみがラスタライズされる場合に、境
目部分がギザギザに表示される現象が軽減されますが、パスが複雑になります。

こ の サ ン プ ル は、Illustrator10
に付属のサンプルデータをラス
タライズ／ベクトルスライダ

「75」で分割し、Trueflow にて、
2400dpi で Dot-TIFF 出力（Y 版）
したものです。

[ ラスタライズ解像度 ]：
設定値は出力デバイスの解像度と
同じ場合に最も高品質に処理でき
ますが、作成されるデータのサイ
ズが大きくなりパフォーマンスが
低下します。十分な品質が得られ
る整数で割り切れる解像度にする
事で、品質とパフォーマンスのバ
ランスを調整してください。

ラスタライズ部分ベクトル部分

［複雑な領域をクリップ］：
ラスタライズ／ベクトルの設定が
100 以外の時は ON にすること
を推奨します。
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Illustrator のラスタライズ効果
設定

Illustrator ではドキュメントに対してラスタライズ効果を設定します。
ラスタライズ効果は、作成されるアートワークに大きな影響を与えます。
そのため、フィルタまたは効果を使用する前に、設定内容を必ず確認してください。
この設定が低すぎると、出力結果に段差が発生することがあります。

「効果」メニューから「ドキュメントのラスタライズ効果設定」で設定します。

解像度　　72dpi 解像度　　300dpi
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透明の確認方法
ファイルのどの部分に透明が使われ、分割・統合されるかを把握しておくためも「分
割・統合プレビュー」の使用をおすすめします。出力結果が予測できない場合は、
校正刷りを行い、問題の有無を確認してください。

Ⅰ . ページパレット
InDesign CS 〜 CS5 では、透明の有無をページパレットで確認することができます。

1.	 ページパレットを表示します。
何らかの透明オブジェクトが使用されていた場合は、ページアイコンが市松模様
で表示されます。*1)

	 InDesign CS / CS2	 InDesign CS3	 InDesign CS4 / CS5

	 	 	

2.	 透明が使われている箇所や影響箇所の詳細確認については次項「分割・統合プレ
ビュー」を参照してください。

PDF/X-4 運用においても、どこ
に透明が使用されているか確認し
ておくことは重要です。
出力の手引きでは、不要な透明を
指定しない手順について説明して
います。

Web
それでもメモリ不足になる場合の
Trueflow 側の改善を案内してい
ます。

Web

*1)InDesign CS3 以降では小さ
なアイコンで表示されます。
CS4 以降ではページパレットの
パネルオプションでの設定変更で
確認できる様になります。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090513_rip_memory.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090513_rip_memory2.html
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Ⅱ . 分割 ･ 統合プレビュー
以下では、主に Illustrator CS2 での確認手順を例に説明します。
その他のアプリケーション（InDesign や Acrobat）でも、基本的な考え方は同じです。

1.	 ウィンドウ／分割・統合プレビューを選択し、ダイアログを表示します。

2.	 ここで、一度「更新」ボタンでプレビューを表示させます。プレビューが表示さ
れると、「ハイライト：」ポップアップがアクティブになります。

「透明オブジェクト」を選択すると、プレビューで赤くハイライト表示される部
分があります。ここが透明を含んでいる箇所になります。

プレビュー画面の表示
（InDesign CS 〜 CS5 の場合）
「ウィンドウ」－「出力」ー「透
明の分割／統合」でパレットを表
示します。直接レイアウト上にプ
レビューされるので、そこで確認
を行います。

（Acrobat 7 の場合）：
「ツール」－「印刷工程」－「透
明部分の分割／統合」でパレット
を表示します。そのダイアログ上
にプレビューされるので、そこで
確認を行います。

（Acrobat 8/9 の場合）：
「アドバンスト」－「印刷工程」
－「分割・統合プレビュー」でパ
レットを表示します。そのダイア
ログ上にプレビューされるので、
そこで確認を行います。

Illustrator10 でのプラグインイ
ンストール
Illustrator 10 で「 分 割 プ レ
ビュー」パレットを表示するには、
分割プレビュープラグインのイン
ストールが必要です。

（Windows 版）
Illustrator 10 ￥ユーティリティ
￥分割プレビューフォルダ にあ
る「分割プレビュー .aip」をプラ
グインフォルダにドラッグしま
す。

（Macintosh 版）
Adobe Illustrator 10 ／ユーティ
リティ／分割プレビューフォルダ 
にある「分割プレビュープラグイ
ン」をプラグインフォルダにド
ラッグします。
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Ⅲ .「分割・統合プレビュー」
その他のメニュー

「分割・統合プレビュー」で確認できるその他のハイライトメニューの詳細を説明し
ます。

［なし（カラープレビュー）］
ハイライトを行わずにアートワークのカラープレビューが表示されます。

［ラスタライズされる複雑な領域］
ラスタライズされる部分がハイライト表示されます。ここでハイライト表示される領域の境
界線に、ラスタライズによる差異（カラーマッチングの違い，解像度や階調の違いによる差
異，いわゆるカラーステッチ）が発生することがあります。（プリンタドライバの設定とラ
スタライズ解像度によって異なります。）

［影響されるすべてのオブジェクト］
透明なオブジェクト、および透明なオブジェクトと重なり合うために透明の影響を受けるオ
ブジェクトがハイライト表示されます。ハイライト表示されたオブジェクトは分割・統合処
理の影響を受けます。

［影響されるリンク EPS ファイル］
透明部分の影響を受けるリンクされた EPS ファイルがハイライト表示されます。

［拡張されるパターン］
透明の影響を受けるパターンは、パターンとしてではなく、個々の画像や図形の集まりとし
て扱われます。この部分がすべてハイライト表示されます。

［アウトライン化される線］
アウトライン化される線がハイライト表示されます。アウトライン化される線に透明部分が
あるか、または「すべてのパスをアウトラインに変換」オプションが選択されているとハイ
ライト表示されます。

［アウトライン化されるテキスト］
アウトライン化されるテキストがハイライト表示されます。アウトライン化されるテキスト
に透明部分があるか、または「すべてのテキストをアウトラインに変換」オプションが選択
されているとハイライト表示されます。

［ラスタライズされるすべての領域］
ラスタライズされるオブジェクトとオブジェクトの重なり部分がハイライト表示されます。
これは、PostScript で表現する方法が他にないか、ラスタライズ／ベクトルスライダで指
定されたしきい値よりも複雑な領域であることを意味しています。
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オーバープリント
オーバープリントの振る舞いは透明効果と似ていますが、PDF/X-1a の運用におい
て、この両者は大きく異なります。
PDF/X-1a では、透明効果を表現する事ができず、透明の分割統合処理を行う必要
がありますが、オーバープリント属性はそのまま保持する事が可能です。
PDF/X-1a を標準データとして運用するためには、Trueflow 側で全てのオーバープ
リント属性を取り込む事を前提として、貼り込み部品作成の段階から最終データ作
成までオーバープリントを意識したデータ作成が重要になります。

オーバープリントとは
オーバープリント（＝のせ）とは、印刷の際にある版のオブジェクトの上に別の版
のオブジェクトを重ねて印刷することを指します。
本来の目的としては、印刷の際の版ずれなどにより、下地の色と重ねた部分との間
に白い隙間が出来るのを防ぐために使用します。

色のせ 白のせ 墨のせ

［ オーバープリント部分の色値 ］
•	 前面が０％の版は背面の色が出力される
•	 前面に１％でも色値があると前面の色が出力される
（色のせ）

Cyan Magenta Yellow Black

出力結果 70 90 20 5
前面 0 90 20 5

背面 70 30 0 10

（白のせ）

Cyan Magenta Yellow Black

出力結果 70 30 0 10
前面 0 0 0 0

背面 70 30 0 10

（墨のせ）

Cyan Magenta Yellow Black

出力結果 70 30 0 100
前面 0 0 0 100

背面 70 30 0 10

出力の手引き Web ではケヌキと
の違いを説明しています。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080410overprint.html
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オーバープリントと透明の違い
2 つのオブジェクトの重なりで、前面のオブジェクトに対して、オーバープリント
を設定する場合と透明を設定する場合では振る舞いに違いがあります。
期待通りの出力を得るためには、この違いを理解する事が重要になります。

［図Ⅰ］の例では、オーバープリントと透明は同じ出力結果になります。
しかし、［図Ⅱ］のように前面のオブジェクトに C=1% を設定すると、オーバープリ
ントと透明では全く異なる結果になります。

この例のように、オーバープリントは前面のオブジェクトに Cyan 成分が全くない
場合には、背面の C=100% が透けて見えますが、前面のオブジェクトに Cyan 成分
があると Cyan で上書きする *1) ため、重なっている部分の背面オブジェクトは見え
なくなります。
透明の場合は、同じような変更を加えても透けて見える事を維持し続けます。

オーバープリントと透明は、その振る舞いが似ているために、アプリケーションの
内部処理において、互いに代用して使用される場合があります。

重要なことは、透明の適切な分割設定を行うことと、Trueflow 側で「オーバープリ
ントは全て取り込む」に設定することで正しく処理ができる、ということです。

［図Ⅰ］ ［図Ⅱ］

　　 　 C　 M　  Y　 K
前面 　 0　 80 　0 　0
背面　100   0 　 0　 0

　　 　 C　 M　  Y　 K
前面 　 1　 80 　0 　0
背面　100   0 　 0　 0

プロセスカラーにオーバープリントを意図的に設定するケースはそれほど多くあり
ませんが、間違って設定されているケースをチェックする事は重要です。
また、意図的にデザインとして、K 版以外のプロセスカラーにオーバープリントし
た結果が必要な場合は、［図Ⅰ］のようなオーバープリントと同様の効果が得られる
透明を使用する事で、製版側にデザインの意図を正確に伝える事ができます。

*1) 前面の Cyan がたとえ 1% で
あっても 1% の Cyan で上書きし
ます。

* 右図の透明設定
［モード］：乗算
［不透明度］：100 %
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オーバープリントの取り込みと
「色分解（In-RIP）」の関係

オーバープリントに関連するいくつかのトラブルの中に、「色分解 (In-RIP)」と「コ
ンポジット CMYK」の選択を変更すると結果が異なるというものがあります。
し か し、 あ る デ ー タ で「 コ ン ポ ジ ッ ト CMYK」 の 結 果 の 方 が 好 ま し く て も、
Trueflow 側でオーバープリントの取り込みが ON でない限りは、この関連トラブル
はなくなりません。

まず、Trueflow 側で「オーバープリントを取り込む」ことが肝要で、「コンポジッ
ト CMYK」か「色分解（In-RIP）」を選択することは別問題として考える必要があ
ります。

色分解の選択については、DTP アプリケーションのマニュアルの中で Trueflow の
ような In-RIP での色分解をサポートしている RIP で処理する場合は、「色分解（In-
RIP）」を選択するように紹介されています。*1)

また、PDF/X-1a や PDF/X-4 出力では必要に応じて自動的に DeviceN 記述が使用
され、出力データを作成する事ができます。

以上の理由から、Trueflow では Adobe Creative Suite 以降と QuarkXPress 6.5 以
降で「色分解（In-RIP）」や「DeviceN」の使用を推奨しています。

設定方法

Ⅰ．アプリケーション側の設定
Illustrator CS 〜 CS5 では、オーバープリントを設定するオブジェクトを選択し、「属
性」パレットで、InDesign CS 〜 CS5 では「プリント属性」パレットでオーバープ
リントを ON にして設定します。

QuarkXPress 6.5 〜 8.1 では、「トラップ」パレットで行います。

*1) ■ InDesignCS2 ヘルプより
『In-RIP での色分解をサポートし
ている RIP の PPD ファイル使用
している場合は「色分解（In-RIP）」
を選択します。』
■ QuarkXPress 6.5 ヘルプより

『QuarkXPress は新たに DeviceN 
をサポートしました。この機能に
より、コンポジットポストスクリ
プトのファイルを作成して、RIP
セパレーションをサポートするデ
バイスで出力できるようになりま
した。』

意図しない箇所にもオーバープ
リントが設定されてしまう場合
があります。詳しくは、後述の

「オーバープリントに関連した留
意事項」(P24) を参照してくださ
い。
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Ⅱ．Trueflow 側の設定
Trueflow では「オーバープリント」という機能により、プロセスカラー、特色、白
色のそれぞれにオーバープリント指示や、墨のせの自動処理を行う事も可能ですが、
この設定を変えて出力すると、同じ PDF/X-1a でも出力結果が異なる事になります。

オーバープリント確認方法

Ⅰ．カンプ出力での確認
カラープリンタでカンプ出力を行う場合、プリンタに接続される RIP によって、オー
バープリントが正しく出力されないことがあります。
そこで、オーバープリントも分割され *1)、PostScript 内部のオーバープリント記述
を使わずに同じような出力を得るため、下記の設定を行い出力します。

（一般的にカラープリンタに出力する場合はコンポジット CMYK を選択します）
•	 Acrobat ７〜９

プリントメニュー／詳細設定／カラーで「オーバープリントをシミュレート」に
チェックを入れる *2)

（プリンタ出力で確認）

*1) 分割についての詳細は「分
割の概要」(P10) を参照してくだ
さい。

*2) この方法による確認は、オー
バープリントを透明として分割
統合して出力されるために、実
際のオーバープリント出力を
100％にシミュレートされる訳
ではありません。オーバープリ
ント部分の文字の太りなどの差
違が表れます。
技術的な詳細については、「Ⅴ．
オーバープリントが透明として
出力される」(P28) を参照してく
ださい。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20071127overprint.html
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•	 InDesign CS 〜 CS5
プリントメニュー／色分解の「オーバープリント処理」にチェックを入れる

Ⅱ．オーバープリントプレ
ビューでの確認　

InDesign CS 〜 CS5 では、「表示」メニューでオーバープリントプレビューを ON にすると、
出力結果をシミュレーションして画面に表示するため、編集作業の段階で事前に確認すること
が出来ます。

［Illustrator CS 〜 CS5］：表示 メニュー／オーバープリントプレビュー
［Acrobat 7］：アドバンスト メニュー／オーバープリントプレビュー
［Acrobat 8］：アドバンスト メニュー／印刷工程／オーバープリントプレビュー
［Acrobat 9］：アドバンスト メニュー／印刷工程／出力プレビュー

（出力結果のシミュレーション）

Web

Acrobat 9 のデフォルト設定では
「PDF/X ファイルに対してのみ」
に設定されています。
また出力プレビューを開いている
ときは「オーバープリントをシ
ミュレート」を ON にしてもプ
レビューできます。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080325overprint2.html
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Ⅲ．出力プレビューでの確認
Acrobat 7 〜 9 の「出力プレビュー」の機能では、「オーバープリントを表示」を
ON にすることで、PDF にオーバープリントが指定されている箇所がハイライト表
示され、簡単に確認することが可能になっています。

オーバープリントに関連した
留意事項

ここでは、オーバープリントの指定が出力に与える影響と、間違ったオーバープリ
ントを防ぐ運用方法について事例を挙げて説明します。

Ⅰ．「色分解（In-RIP）」
「DeviceN」のカラーの扱
い

Adobe Creative Suite 関連や QuarkXPress 6 などで印刷カラーとして、「色分解
（In-RIP）」「DeviceN」を用いる場合、PS 内部では全ての色が特色として記述され
ます。（「DeviceN とは」(P43) を参照してください）
InDesign CS ／ CS2 ／ CS3 ／ CS4 で は、IllustratorEPS な ど 配 置 さ れ た 部
品 の プ ロ セ ス カ ラ ー も 特 色 と し て PS 記 述 さ れ ま す が、QuarkXPress 6 で は
IllustratorEPS 内部に変更を加えないため、配置されたカラーはそのまま記述され
ます。
Trueflow 内部では、特色として記述された PostScript が入力されるとプロセスカ
ラーと本来の特色を判別し、適正に処理を行うことができます。その判別は入力処
理後に行うため、入力処理の「のせの取り込み」の設定内容について、全ての色が
特色として扱われることを意識する必要があります。*1)Trueflow のオーバープリン

（オーバープリント設定箇所
の確認）

*1) この時、特色ののせ取り込み
に対して設定してください。（特
色については、「特色指示」(P34)
を参照してください。）
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ト設定で「プロセスカラーへの指示を有効にする」の設定は反映されず、「特色への
指示を有効にする」の設定が有効となります。
また、Trueflow の「のせの取り込み」の機能は、部品を含めたドキュメント全体に
対して指定するため、それぞれのアプリケーションの仕様により、RIP 側でコント
ロール可能な範囲は限られています。

QuarkXPress 6.5 ～ 8.1

InDesign CS ～ CS5 

= プロセスカラー

= 特色

EPS

EPS EPS

EPS

DeviceN or
色分解 (InRIP)
で PS に

Ⅱ．自動的（無意識）に配置さ
れるオーバープリント

Adobe Creative Suite 関連のアプリケーションでは、以下のような PostScript が
作成されることがあります。

•	 グラデーションの配置で自動的にオーバープリントオブジェクトが PostScript に
記述される。

•	 プ ロ セ ス カ ラ ー の 掛 け 合 わ せ が、 複 数 の 図 形 の オ ー バ ー プ リ ン ト と し て
PostScript に記述される。*1)

このようなデータを、Trueflow のオーバープリントの取り込みが OFF の状態で処
理すると、入力処理が正確に行われず、チントやグラデーションなどが欠けたり、
一部のオブジェクトが全く異なる色で出力される場合があります。
また、Trueflow 側での自動オーバープリント処理を使用する場合は、アプリケーショ
ンで自動的に設定されるオーバープリントと、RIP 内部で自動的に設定されるオー
バープリントとの掛け合わせにより、予期せぬ結果を招く可能性があります。
出力結果が完全に予測できない場合は、Trueflow 側で自動オーバープリント処理を
使用するのは控えた方が良いでしょう。

QuarkXPress 6.5 ／ 7.0 ／ 8.0 に
配置された部品内の特色は特色と
して、プロセスはプロセスとして
扱われます。
つまり、部品内のカラーは、変更
を加えずそのまま扱われます。

*1) 出力の手引き Web では図で
説明しています。

Web
CS2 と CS3 以降では症状が異な
ります。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/overprint1.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080402cs2vscs3.html
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Ⅲ．K=100％の自動のせ処理
透明効果（ドロップシャドウなども）を使用すると、元のオブジェクトが分割・統合（複
数の図形に分割され、その一部は画像として展開）されます。
分割・統合処理によって、K=100% の文字や図形は、純粋な K=100% のオブジェク
トでなくなるために、Trueflow の自動のせ処理が機能しません。*1)

Trueflow の自動のせ処理に頼らず、InDesign や Illustrator 上でオーバープリント
属性を設定しておく事により、オーバープリントを考慮した分割・統合処理が行われ、
期待される結果を得る事ができます。

Ⅳ．白のせ
•	 白のせが設定されてしまう場合

一般的に白のせは透明となってしまうため、何も出力されません。しかし、意図
せずに白のせを設定してしまう場合があるので注意が必要です。
例えば、IllustratorCS 〜 CS5 では、白いオブジェクトや文字にオーバープリン
トを設定すると、以下のような警告 *2) が表示されます。

しかし、一度 CMYK= 0 以外のオブジェクトや文字にオーバープリントを設定し
た後で、そのオブジェクトや文字を白に変えると警告は表示されないまま白のせ
となり、出力すると文字は消えてしまいます。*3)

同じオペレーションを InDesignCS 〜 CS5 で行うと、文字を白に変えた時にオー
バープリント設定は自動的に解除されます。

出力

出力結果Illustrator 編集時
（オーバープリントプレビュー ＝ OFF）

CMYK=0　オーバープリント

•	 Illustrator で指定する白のせの制限
Illustrator で指定した白のせ（平網 CMYK=0％ オーバープリント指定） を含む
データを Trueflow で処理した場合、入力処理の白のせ取り込みを "ON" にして
も、K 版の部分は 0％で出力されてしまいます。

*1) 出力の手引き Web では事例
と原理を紹介しています。

Web
この件に関して Adobe からも情
報公開されています。

Web

*2)CS5 でダイアログのメッセー
ジが変わりました。

Web

*3) 白のせとは、一般的には完全
に透明になってしまうオブジェク
トであり、何も出力されません。

Web
白のせは期待通りにならない場合
があります。

Web
白のせを指定してしまうオペ
レーションを紹介しています。

Web

アプリケーションでの編集時に
オーバープリントプレビュー
モードにしておくと、どのように
出力されるかが画面表示されるた
め、事前に出力結果を確認するこ
とが出来ます。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100324auto_op.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100326auto_op_adobe.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528aics5op.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090226whiteop1.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090302whiteop2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090305whiteop3.html
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これは、CMYK 0% のオブジェクトは、実際には K 版に 0.005% の色値が設定
されるため、見かけ上 CMYK 0% であっても K 版にオーバープリントの影響を
与えることが原因です。

•	「白」の判断基準について
データ上で「白」と判断されるのは、必ずしも 0% の場合だけ、とは限りません。
Illustrator CS, CS2, CS3, CS4 のオーバープリントプレビューでは、色値 0.19%
以下も「白」と判断され K=0.19% などのオーバープリントオブジェクトは消え
てしまいます。（InDesign CS, CS2, CS3 は 0.196％以下で消える）
実際に色値として意図的に 0.19% 以下を指定するケースは特異であり、実際の
トラブルの原因になることは希ですが、白の判断のロジックを知っておくことに
は意味があります。

ほとんどの DTP アプリケーションでは、オーバープリントプレビューの処理に
おいて、色の濃度を 8 bit、つまり 256 階調で表現しています。
256 階調は最小で 0.4％の精度があり、下記の計算で解るように、K=0.19％の場
合は「0」となり白と判定されてしまいます。

［0.19% の場合］
256×0.0019 = 0.4864　→　四捨五入すると　「0」

［0.2% の場合］
256×0.0020 = 0.512　→　四捨五入すると　「1」

しかし、実際に出力される PostScript や PDF の内部では、より精度の高い
16 bit、つまり 65,536 階調で表現され、これは最小で 0.0015% の精度があり、
理論的には 0.00076％ *1) 以下で白と判定されるということになります。

Trueflow では、バージョンや処理の内容などにより、8 bit で処理される場合と、
16 bit で処理される場合があります。
このように、約 0.19% 以下の濃度に対してオーバープリントが設定された場合、
DTP アプリケーションでのオーバープリントプレビューと Trueflow での実際の
出力結果が異なる場合があります。

上 記 で 説 明 し た Illustrator 上 の CMYK 0% の オ ブ ジ ェ ク ト が、 実 際 に は
K=0.005% となることを例に挙げると、16 bit で処理した場合は、0.005％はそ
のままの色値を持つことになりますが、8bit で処理した場合は、K=0.005% は
K=0% として扱われることになり、結果が変わってしまいます。

その他にもアプリケーションや RIP の機種、処理の内容など「白」と判断される
基準は 8 bit、16 bit 以外の要因の影響もあり、「白に近い」色に対するオーバー
プリントの出力結果をあらかじめ予測することは困難です。*2)

これらの例に挙げたようなデータは、あまり「意図的に指定された」データでは
ない、ということを理解した上で、トラブルの原因の可能性としては知っておく
ことが重要です。

*1)0.00076% という数値は、内

部的に実際には表現されない数値
です。

*2) 出力の手引き Web で微細な
色値での動作について補足してい
ます。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100326white_op.html
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Ⅴ．オーバープリントが透明と
して出力される

ドキュメント上では、オーバープリントで設定されているオブジェクトが透明とし
て分割・統合処理される場合があります。
そのため、本来のオーバープリント出力と比較して、結果が若干異なる場合があり
ます。*1)

PS 保存 EPS 保存 PDF 保存

①  InDesignCS 〜 CS5 ○ × ×

②  IllustratorCS 〜 CS5 ○ × ×

③  Illustrator10 ○ ○ ○

○＝分割統合される、× ＝オーバープリント保持（分割統合されない）

上の表にあるように、オーバープリントが透明として扱われ、分割・統合されるのは、
各アプリケーションで以下のように運用した場合です。

①　InDesign CS 〜 CS5（PS 保存）
プリントダイアログで色分解の「オーバープリント処理」が ON のとき

②　Illustrator CS 〜 CS5（PS 保存）
プリントダイアログで詳細設定の「オーバープリント」が［シミュレート］のとき

③　Illustrator 10（PS、EPS、PDF 保存共通）
「書類設定」の「透明」で「可能な場合オーバープリントを保持」*2) の設定が OFF のとき
（しかし、ページ上に透明オブジェクトが全く存在しない場合は、オーバープリントのまま
ファイル出力されます。）

このように、オーバープリントを透明でシミュレートすることにより、「Ⅰ．カンプ
出力での確認」(P22) にもあるように一般的なカラープリンタでオーバープリントの
確認ができるカンプ出力が可能になります。（多くのカラープリンタでは、変換をし
ないとオーバープリントを正しく出力することができません）しかし、Illustrator 
10 の場合は表にあるように、このシミュレートが PS 保存時だけでなく EPS 保存時
にも適応されるため、誤ってオーバープリントが不要な箇所に設定されていた場合、
Trueflow でオーバープリントを取り込まない設定にしても、取り込まれたような出
力になります。

*1) 文字がアウトライン化された
り、画像化されます。

*2)「可能な場合オーバープリン
トを保持」はデフォルトは OFF
で「シミュレート」処理されます。
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Ⅵ．透明がオーバープリントと
して出力される

透明で設定されたオブジェクトが、出力時にはオーバープリントとして処理される
場合があります。例えば、特色を含んだオブジェクトやグラデーションに透明効果
の影響がある場合、EPS や PDF で保存すると透明との重なり部分にオーバープリン
トが適用されます。プロセスカラーの場合は、同じ条件でもオーバープリントは適
用されず透明の分割処理が行われます。

データ編集時

保存後

PDF, EPSで保存
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オーバープリントモード

オーバープリントモードとは
オーバープリントモード（OPM）とは、文字通りオーバープリントの動作モードを
定義するもので、PDF の内部に記述されます。
RIP 側では、この OPM の記述によって、その PDF に含まれるオーバープリントの
処理方法を変更します。
ただし、本ドキュメントの説明にあるような、一般的な DTP 運用においては OPM
を意識する必要はありませんが、例外として、一部の特殊な PDF 運用では、この
OPM を意識しないと正常な出力が得られない場合があります。

2 つのオーバープリントモード
オーバープリントモードには 2 つの動作モードがあります。

/OPM 1： 	NON ZERO OVERPRINT
		  色値０％を「色が無い」と解釈
		  下の部品を透過

Cyan Magenta Yellow Black

出力結果 70 90 20 5
前面（DeviceCMYK） 　0*1) 90 20 5

背面（DeviceCMYK） 70 30 0 10
*1)「色がない」と解釈します　→　下の部品を透過させる

/OPM 0： 	FULL OVERPRINT
		  色値０％を「０％の色がある」と解釈
		  上から０％の色で塗る

Cyan Magenta Yellow Black

出力結果 0 90 20 5
前面（DeviceCMYK） 　0*1) 90 20 5

背面（DeviceCMYK） 70 30 0 10
*1)「0% の色がある」と解釈します　→　上から 0% の色で塗る

例）

通常は [/OPM 1] であり、本ドキュメントの「オーバープリント」(P19) の解説も 
 [/OPM 1] に基づいています。

PostScript でも OPM を定義する
命令が追加されましたが、実際に
はほとんど使われることはありま
せん。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20060422opm.html
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DeviceCMYK のみに影響する
OPM

本来のオーバープリントの定義は「版の色がない」場合に、下のオブジェクトの色
を透過する、という意味です。その意味をふまえた上で、OPM は「色がない」0%
の状態をどのように解釈するかを定義したものです。
DeviceCMYK が不要な版に対しても 0% の色値を定義する必要があることから、
OPM の設定は DeviceCMYK のオーバープリント設定したオブジェクトにのみ影響
する設定といえます。それ以外のカラースペースのオブジェクトの処理に対しては、
OPM の設定の影響を受けることはありません。
•	 カラースペース別 OPM の影響について

オブジェクトの色空間 OPM の影響 備考

DeviceCMYK 影響あり 0％という色値を
定義する必要があるため

DeviceN ／ Separation 影響なし 必要な版にのみ色値を設定するので
0% という色値を定義する必要がないため

DeviceRGB ／ DeviceGray*1) 影響なし 理論的な色の定義であり
「版」を定義したものではないため

例 1）
前面が「Device CMYK」　（［/OPM 1］　［/OPM 0］　異なる）

Cyan Magenta Yellow Black Spot 1

出力結果　/OPM 1 40 70 50 0 なし
　　　　　/OPM 0 0 70 50 0 なし
前面（DeviceCMYK） 0 70 50 0 なし

背面（DeviceCMYK） 40 0 70 0 なし

例 2）
前面が「Separation」　（［/OPM 1］　［/OPM 0］　同じ）

Cyan Magenta Yellow Black Spot 1

出力結果 40 0 70 0 50
前面（Separation） なし なし なし なし 50

背面（DeviceCMYK） 40 0 70 0 なし

例 3）
前面が「Device N」　（［/OPM 1］　［/OPM 0］　同じ）

Cyan Magenta Yellow Black Spot 1

出力結果 40 0 20 5 70
前面（DeviceN）*2) なし なし 20 5 70

背面（DeviceCMYK） 40 0 70 0 なし

*1)DeviceGray の場合は、アプリ
ケーションや RIP 内部において、
DeviceCMYK の K 版に変換され
ることがあり、その場合はオー
バープリントの対象となり OPM
の影響も受けます。
Trueflow の 従 来 演 算 処 理 に お
い て も、DeviceGray は Device-
CMYK の K 版に変換しています。
ま た、Illustrator 9 以 降 は Gray
で 定 義 し た オ ブ ジ ェ ク ト も
DeviceCMYK（処理系によって
は DeviceN）で出力されるため、
オーバープリントの対象となりま
す。
詳細は出力の手引き Web で解説
しています。

Web

右図は、背面に Device N 、前面
にそれぞれのカラースペースを配
置

*2)DeviceN 形 式 で 特 色 を 含
んだカラーを指定するために
は、InDesign CS2 〜 CS5 で
は「混合インキスウォッチ」を、
QuarkXPress で は「Multi-Ink」
を使用します。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100115appe_op2.html
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Acrobat Distiller のオーバープ
リントモード設定

通常は OPM を意識する必要はありませんが、Acrobat Distiller では OPM の設定
を変更することができます。

Adobe PDF の設定ダイアログの詳細設定にある「オーバープリントの設定をノンゼ
ロオーバープリントにする」を ON にした状態が [/OPM 1] の設定で、これがデフォ
ルトとなっています。
この設定を変更すると、DTP アプリケーションでのオーバープリントプレビューと、
Acrobat での表示や実際の出力結果が異なることがあるため、一般の運用ではこの
設定を変更してはいけません。

本来のオーバープリントの動作
OPM の概念が定義される前の PostScript や PDF の規格上では、オーバープリント
の動作は、[/OPM 0] の動作を前提としていました。

しかし、Illustrator で分版出力を行った場合、DeviceCMYK に対するオーバープリ
ントの出力が [/OPM 1] の結果となるように実装されたため、コンポジット出力さ
れた PostScript を RIP 内部で分版した場合とは異なる出力となりました。
その問題を解決するために、異なる出力を同じ結果とするための RIP の処理モード
として、OPM の概念が導入されました。

その後、InDesign においても、Illustrator の仕様が採用され、オーバープリントプ
レビューの表示も、[/OPM 1] のプレビューを行うようになっています。

また、Illustrator のオーバープリントの仕様に由来していることから、Acrobat 5
以前の Distiller では、OPM の設定に「Illustrator オーバープリントモード」とい
う記述がありました。これが、Acrobat 6 以降における「オーバープリントの設定
をノンゼロオーバープリントにする」の設定と同じ意味を持ちます。
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当社 AD-810MX のような PostScript を処理する CPSI 系の RIP も、CPSI コアと
しては [/OPM 0] で動作するようになっていますが、現状にあうように、オーバー
プリントの設定で「プロセスカラーに適用」と設定することで、[/OPM 1] で動作
する事も可能になっています。

•	 Distiller 5 の GUI
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特色指示

特色指示を正確に
特色で色指定したデータを、出力時にプロセスカラーに変換（疑似色化）する処理は、
様々なトラブルを招く原因となります。
Trueflow で特色をプロセスカラーに変換して出力することは可能ですが、特色をプ
ロセスカラーで疑似色化するか、そのまま特色版として扱うのか、あらかじめ DTP
アプリケーション側で設定し、PDF を作成する段階で特色の設定を完結させておく
ことが重要です。

特色を疑似色化して印刷するように設定した RIP と、特色をそのまま特色として扱
うように設定した RIP とでは、入力したデータは同じでも特色の扱いが異なり、出
力する環境によって差異が発生し、意図しない結果となることがあります。

PDF にする前に特色の扱いを正確に設定しておくことで、どのような環境でも同様
の出力結果が得られます。

ただし、透明やオーバープリントの影響を受ける場合は、「Ⅵ．透明がオーバープリ
ントとして出力される」(P29) の記述のとおり、透明は必然的にオーバープリントと
して扱われ、プロセスカラーに変換した時点でオーバープリントの結果は不正とな
るため、注意が必要です。次項で詳細を説明します。

QuarkXPress には特色名の予約
語の扱いに問題があり、注意が必
要です。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20091222spot_qxp.html
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特色版の透明効果・オーバープ
リント処理

特色に透明やオーバープリントの影響があり、RIP 側でその特色をプロセスカラー
に変換して出力を行うと、ほとんどの場合、期待通りの出力結果は得られません。
Illustrator CS2 〜 CS5 で特色が透明効果の影響を受けている場合、EPS 保存を行
おうとすると以下のメッセージが表示されるのも、この症状を警告しています。

特色にオーバープリントの影響がある場合は、このメッセージは表示されませんが、
透明と同様に期待通りの出力結果とはなりません。データ通りに出力するためには、
データ作成時に特色版を出力する部分にのみ特色指定を行い、RIP 側では特色情報
とオーバープリントを取り込むことが唯一の解決方法となります。

特色版のオーバープリント
本来、特色版としてのオーバープリント処理では、特色のオブジェクトと他のオブ
ジェクトが重なった部分は、特色インキが別版として印刷されるため、双方のオブ
ジェクトが混じり合った出力となります。しかし、その特色をプロセスカラーに変
換してしまうと、プロセスカラーとしてオーバープリントしてしまうため、特色版
で出力した結果とは、異なる結果となってしまいます。

[ 前面 ]
PANTONE 340 C
オーバープリント・不透明

[ 前面 ]
PANTONE 143 C

オーバープリント・不透明

C100, M0, Y66, K9

C0, M35 Y85, K0

特色を
プロセスに

特色を
そのまま

PANTONE 340 C

PANTONE 143 C

[ 背面 ]  C100

データ作成時、特色はプロセスカラーに変換したカラーを使用し、「オーバープリン
トプレビュー」を ON にして、事前に出力結果を確認しておくことが重要なポイン
トです。Trueflow 側でプロセスカラーに変換した場合は、事前に出力結果を確認で
きないため、画面表示と同等の出力結果を保証することができません。
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特色の透明効果
一般的な透明オブジェクトが特色オブジェクトと重なる場合、「Ⅵ．透明がオーバー
プリントとして出力される」(P29) で説明しているように、透明指定が一部オーバー
プリントに変換されてデータ保存されます。
このように意図せずにオーバープリントに変換されていた場合、前述の「特色版の
オーバープリント」の説明にあるように、画面表示と異なる結果となってしまいます。
意図した出力結果とするためには、特色は特色として別版で出力することが原則と
なります。RIP 側では「オーバープリントの取り込み」と「特色の取り込み」を正
しく設定することが必須であり、取り込まなかった場合は出力トラブルの原因とな
ります。

ドロップシャドウ（＝透明）

特色

オーバープリント

データ
書き出し

Trueflow
で処理

［のせ OFF］

例）

画像

上記の例）で示すように注意が必要なのは、必ずしも特色オブジェクト自体に透明
が設定されている場合だけでなく、他の透明オブジェクトの影響を受けた場合でも
問題が発生することです。
特色で指示をせず、あらかじめプロセスカラーで指示されたカラーを使えば、この
ような問題は発生しません。

特色のプロセスカラーへの変換
方法

特色オブジェクトを特色版で出力しない場合のプロセスカラーに変換する方法につ
いて、DTP アプリケーション側での二通りの手順を紹介します。

透明やオーバープリントのカラーを変換するとが意図しない結果となることがある
ため、「オーバープリントプレビュー」で表示し、確認する必要があります。
前述の「特色版のオーバープリント」での説明通り、RIP 側でプロセスカラーに変
換すると事前確認が行えません。特色をプロセスカラーへ変換する場合は、必ず
RIP 処理前のデータ作成時に変換結果を確認しながら、最終的な出力を行ってくだ
さい。

CS2 と CS3 〜 CS5 では症状が異
なります。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080220cs2vscs3.html
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Ⅰ．「スウォッチ設定」で設定
「スウォッチ設定」ではドキュメント上のカラーを変換します。

1.	 スウォッチパレットから特色の状態の確認や変更を個別に設定することができま
す。
サブメニューから「スウォッチ設定 ...」*1) を選択し、（または、スウォッチパレッ
トで、編集するスウォッチをダブルクリック）ダイアログを表示します。

2.	 スウォッチ設定ダイアログで以下のように設定し、OK をクリックします。

カラー形式 プロセス

カラーモード CMYK

スウォッチパレットのアイコン

*1)Illustrator は「スウォッチオ
プション ...」です。

InDesign CS5 の場合を例に設定
方法について記載していますが、
InDesignCS 〜 CS4、Illustrator 
CS 〜 CS ５についても同様です。

InDesign 内に特色を含んだ他の
アプリケーションデータを配置す
ると、InDesign 上のデータ内で
使用されている特色の定義が変更
できますが、これは InDesign 上
のカラー形式のみの変更となりま
す。
元画像のカラー自体を変更したい
場合は、作成したアプリケーショ
ンでカラー定義をする必要があり
ます。
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3.	 リスト表示の右のアイコンが変更されていることを確認してください。
これで設定は完了です。

Ⅱ．「インキ管理」で設定
「インキ管理」での設定はドキュメント上のカラーに対して変更を加えるものではな
く、 出 力 時 に カ ラ ー 変 換 を 行 う も の で す。 こ こ で の 変 換 は、 貼 り 込 ま れ た
Illustrator データの内部の特色も、まとめてプロセスカラーに変換することができ
ます。
版ごとの設定はもちろん、全ての特色をプロセスカラーへ一括変換が可能です。

1.	 以下のいずれかから、インキ管理ダイアログを表示します。
•	 スウォッチパレットメニュー
•	 分版パレットメニュー
•	 プリントダイアログの色分解
•	 PDF 書き出しの詳細

2.	 ここでそれぞれの色に対するアイコンが左に表示されています。
左の特色アイコンをクリックすると、プロセスカラーのアイコンに変更されます。
これで設定は完了です。
また、一括でプロセスカラーに変換する場合は、「全ての特色をプロセスカラーへ」
を ON にしてください。全ての特色はプロセスカラーに変換されます。

InDesign CS5 の場合を例に設定
方法について記載していますが、
InDesignCS 〜 CS4 や Acrobat 
7 〜 9 の「インキ」についても同
様です。Illustrator CS 〜 CS5 で
はプリントダイアログで同様の設
定が行えます。

インキ管理では、「Green」と「緑」
等の異なる名前の特色を、同じ版
で出力することも可能になりま
す。

IllustratorEPS 形 式 が InDesign
に配置される場合、EPS の時点
で既に分割処理されており、その
上でオーバープリントに変換され
るため、意図しない結果となるこ
とがあります。
このインキ管理の設定により、
オーバープリントプレビューで意
図しないカラーとなった事が確認
された場合は、Illustrator 上で元
データを編集する必要がありま
す。
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塗り足し
PDF/X-1a に準拠した条件の一つとして、「メディアサイズと仕上がりサイズ、また
はアートサイズが定義されていること（裁ち落としはオプション）」とあります。こ
れらを正しく定義していない場合でも、Acrobat のプリフライトは OK となりますが、
塗り足しも含めて正確に出力するためには、DTP アプリケーションと RIP 側での設
定が重要となります。ここでは、PDF/X-1a をより安全に出力するための留意事項
を記載します。

TrimBox / BleedBox /
MediaBox

PDF の仕様として、TrimBox（仕上がりサイズ）、BleedBox（塗り足しサイズ）、
MediaBox（出力メディアサイズ）などの情報を付加することができるようになっ
ています。DTP アプリケーションから PS を出力し、それを別のソフトウェアで面
付けを行う場合、仕上がり原点に基づいて位置合わせを行う必要があるため、ペー
ジ原点とサイズ、塗り足し領域の情報は重要となります。
•	 各 Box とアプリケーション表記  

InDesign QuarkXPress

TrimBox 仕上がりサイズ
（実際の最終ページの大きさ） ページサイズ ページサイズ

BleedBox 裁ち落としサイズ
（塗り足しを加えたページの大きさ） 裁ち落とし ブリード

MediaBox メディアサイズ
（PS 記述上の出力メディアの大きさ） 用紙サイズ 用紙サイズ

各々のアプリケーションでの対
応状況

DTP アプリケーションから、PS を出力し、それを別のソフトウェアで面付けを行
う場合に重要なのが、ページ原点とサイズ、塗り足し領域の情報です。

InDesign では、ダイレクトに TrimBox や BleedBox などのページ情報付きの PDF
を作成することができ、その情報を Trueflow 側で取得できます。（PS を出力して
Distiller 5 以降で PDF に変換しても同じ）
QuarkXPress 6 以降ではトンボを付けた PS を用いる事により、InDesign と同様に
Box 情報を付加した PDF を作成することができます。

出力の手引き Web には、詳細な
説明と、留意事項について説明し
ています。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/40acrobat/20080804trimbox.html
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これらのページ情報を活用することにより、DTP アプリケーションでは、用紙サイ
ズは「自動」のままで、見開きでも単ページでも原点と塗り足し情報のやりとりが
正確に行えます。

	 PS 	 PDF
InDesign CS 〜 CS5 	 OK 	 OK

Illustrator CS 〜 CS5 	 OK 	 OK

QuarkXPress 6.5 	 OK 	 OK		 *1)

QuarkXPress 7.0/8.1 	 OK 	 OK

Acrobat 7 〜 9 での確認方法
Acrobat 7 ／ 8 ／ 9 の Professional で、それぞれの Box を視覚的に確認すること
ができます。
デフォルトは表示されない設定となっていますが、メニューから「環境設定」ー「ペー
ジ表示」ー「アートサイズ、仕上がりサイズ、裁ち落としサイズを表示」を ON に
することにより、これらの領域が色別に表示されます。
前述の「TrimBox / BleedBox /MediaBox」(P39) の図のように、TrimBox（緑線）、
BleedBox（青線）、MediaBox（用紙）で表示されます。

Trueflow の「PDF 原点」設定
PS や PDF データが入力された時に、正確に記述された 3 つのパラメータのうち、
原点とするボックスの指定を行います。
［TrimBox］ ： 仕上がりサイズで PS や PDF データを取り込みます。
［BleedBox］ ： 裁ち落としサイズで PS や PDF データを取り込みます。
［MediaBox］ ： メディアサイズで PS や PDF データを取り込みます。

Trueflow 側の入力処理にて、PDF 原点を設定します。
対応しているアプリケーションが出力する PS または PDF を入力する場合は、PDF
原点指定を TrimBox に設定することができます。

*1) 日本語版は Quark 社配布の
PDF Boxer XTension で対応（欧
米版 6.5 は対応済み）
QuarkXPress3.3/4.1 等には原点
の問題があります。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080229quarkxpress3x4x.html
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Illustrator CS の ArtBox に関す
る注意事項

PDF に記述されるボックス情報には、Trim、Bleed、Media 以外に「ArtBox」が
あります。
下図は Illustrator CS で作成した PDF を Acrobat ７で表示したもので、赤線が
ArtBox です。
この図のように、塗り足しエリアの外側にオブジェクトがある場合、ArtBox の全
てを含むため、Illustrator CS で設定した用紙サイズよりも、PDF での用紙サイズ、
つまり MediaBox が大きくなるため注意が必要です。
さらに、クリッピングマスクなどにより、実際には見えず出力もされないオブジェ
クトがある場合は、そのオブジェクトも ArtBox に含まれるため、注意が必要です。
これらの PDF を RIP で処理したり面付け処理をする場合は、TrimBox を原点とし
て Trueflow で処理してください。TrimBox 以外はページ原点が合わない場合があ
ります。

•	 Illustrator CS で PDF を作成

•	 Acrobat ７で表示 

こ の 症 状 は Illustrator CS2 ／
CS3 では発生せず、正確に用紙
サイズで出力されます。

PDF/X で は ArtBox と TrimBox
の混在が認められていないた
め、Illustrator CS2 ／ CS3 か ら
PDF/X を出力すると TrimBox の
みが含まれ、ArtBox は含まれま
せん。

右図は、塗り足しエリアの外側に
まで配置された円形のオブジェク
トを星型にクリップした場合の例
です。
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In-RIP セパレーション運用
Trueflow への PostScript 出力設定において、従来の色分解設定は「コンポジット
CMYK」を推奨していました。Adobe Creative Suite や QuarkXPress6 以降から
は「色分解（In-RIP)」や「DeviceN」の設定を推奨するように変更しています。

「 色 分 解（In-RIP)」、「DeviceN」 は RIP 内 部 で 色 分 解 す る こ と を 前 提 と し て
PostScript を作成する機能で、アプリケーションで色分解する場合と同様の効果を、
コンポジット運用（通常の PDF に変換可能）でも得られることを目標に実装されて
います。

In-RIP セパレーションによるメ
リット

各種アプリケーションにおいて In-RIP セパレーション運用は、コンポジット CMYK
の設定と比較して、以下のようなメリットがあります。

QuarkXPress 6.5 〜 8.1
従来の QuarkXPress では、セパレーション運用が前提であったため、コンポジット
CMYK での運用では擬似色化されていました。QuarkXPress6.5 以降では、以下の
ようなデータを DeviceN 形式で PostScript を作成すると、特色を擬似色化せずに
処理することができます。

•	 特色を用いた QuarkXPress のブレンド
•	 特色で色指定された Gray TIFF（colorized TIFF）
•	 特色を含む Multi-Ink

InDesign CS 〜 CS5
InDesign CS 以降は Photoshop5.0 以降のダブルトーン (Duotone) が使用されて
いる場合でも、正常に分版処理されます。
また InDesign 内部で行われるトラップ処理を正常に出力できます。
プリントダイアログの「色分解」、「トラップ」のプルダウンメニューで「InDesign
側でのトラップ」を選択すると簡易なトラップ処理ができますが、以下のような注
意事項があります。

•	「色分解（In-RIP）」でなければ動作しない
•	 トラップの幅は最大 4 ポイントに制限
•	 貼り込まれた EPS は無効、InDesign のオブジェクトのみ有効 

トラップの詳細は「ウインドウ」「出力」「トラッププリセット」で設定できま
す。この設定を誤ると、不要なトラップが出力されてしまうので注意が必要です。
InDesign からのダイレクト PDF 出力ではトラップは反映されません。

Postscript を経由せずにアプリ
ケーションからダイレクトに
PDF を出力する場合は、PDF ファ
イル自体が全色コンポジットに
なっているので、In-RIP セパレー
ション運用が前提となります。

Web

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080225quarkdevn.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080229indesigndeviceninrip.html
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DeviceN とは
DeviceN とは、PostScript3 および PDF1.3 からサポートされている PostScript や
PDF に お け る デ バ イ ス 色 空 間 の ひ と つ で す。 デ バ イ ス 色 空 間 に は、 他 に
DeviceGray、DeviceRGB、DeviceCMYK などがありますが、基本の色空間に 4 色
を超える多色カラーや（DuoTone を含む）マルチトーンカラーを指定できるように
なっているのが DeviceN です。

各 種 ア プ リ ケ ー シ ョ ン か ら「 色 分 解（In-RIP）」 や「DeviceN」 の 指 定 で
PostScript3 を出力した場合、PostScript 内部に DeviceN の記述が使われます。こ
の PostScript から Distiller を用いて PDF1.3 以降に変換することで、PDF 内部に
DeviceN の記述が入ります。
また、アプリケーションから直接出力される PDF においても、DuoTone や混合イ
ンキスウォッチで特色を掛け合わせた場合などに DeviceN の記述が使われます。

他のデバイス色空間として代表的な DeviceCMYK と比較してみると DeviceN の特
徴が見えてきます。

DeviceCMYK では、必ず 4 色の色値を指定する必要があります。墨ベタを表現する
場合は簡単に「CMYK=0,0,0,100%」という指定になります。つまり明示的に使わ
ない色も「0%」と指定する必要があります。

DeviceN で墨ベタを表現する場合は、「( 特色 )Black=100%」という指定になり、
予約語である「( 特色 )Black」はプロセスカラーの Black と解釈されます。この場合、
DeviceCMYK の場合の CMY という色は「なし」という扱いとなります。他の色の
指定は必要ありません。この指定方法の違いはオーバープリントの処理で重要とな
ります。

また、DeviceN は特色の表現が自在であることが挙げられます。*1)

DeviceN の記述が含まれた PostScript や PDF では、プロセスカラーも特色として
定義されています。特色もプロセスカラーも同じように表現し、色の名前が予約語
かそうでないかで、特色かプロセスカラーかを決定します。

例えば、プロセスカラーの Cyan が「Cyan」という特色で定義されることがありま
すが、通常の処理では「Cyan」という予約語を用いられた場合、プロセスカラーの

「Cyan」として処理されるので問題ありません。ところが、特色とプロセスカラー
で別の処理を行う場合（オーバープリントの取り込みにおける「Ⅱ．Trueflow 側の
設定」(P22) など )、期待通りの動作が得られないことがあります。

しかし、必ずしも特色を使用する場合に DeviceN の記述が必要だというわけではあ
りません。

特色を単色で表現する場合、Separation 色空間 *2) の記述を使用すれば、コンポジッ
ト CMYK の PostScript 出力指定でも問題なく表現できます。
DeviceN の色空間は PDF1.3 では 8 色まで、PDF1.5 では 31 色までサポートされ
ています（プロセスカラー込みの色数）。この色数はあくまでも「一つのオブジェク
トで使用する色数」であり、「ドキュメント全体で使用する色数」ではありません。

出力の手引き Web では図で説明
しています。

Web
DeviceN とオーバープリントと
の関係

Web
In-RIP セパレーションとの関連

Web

*1)DeviceCMYK では特色を表現
することはできません。

*2)Separation 色空間は 
PostScript2 および PDF1.2
からサポートされています。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080311devicen.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080415op_devn.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080421devicen.html
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DeviceN で In-RIP セパレーショ
ン運用

前述の DeviceN の特長は、PDF ワークフローや PostScript 運用 *1) で効果が期待
できます。全ての色を一つのデータで表現することが可能であり、全ての版を一度
に演算できるため、高速に処理できます。

DeviceN によって全ての版の出力を考慮した「RIP 分版が前提のデータ」を作成す
ることができます。また、アプリケーションの持っている全ての機能を In-RIP セパ
レーション運用で完全に出力するためには、DeviceN 形式による記述が必須となり
ます。

し か し、 出 力 側 が PostScript Level 2 の 場 合 や DTP ア プ リ ケ ー シ ョ ン が
QuarkXPress3.3/4.1 で、DeviceN をサポートしていない場合は、In-RIP セパレー
ションをコンポジット CMYK の指定で出力されているのも事実です。
こ の よ う な DTP 環 境 下 で は、 プ リ セ パ レ ー シ ョ ン 運 用 *2) を 行 う の が、
QuarkXPress3.3/4.1 の本来の仕様ですが、In-RIP セパレーションを行う	
場合は、コンポジット CMYK で出力するしか方法がありませんでした。
コンポジット CMYK 出力では、QuarkXPress や InDesign において出力上の	
制限があるため、RIP 内部で種々の対応を行い、いくつかの制限 *3) を克服して	
いました。

しかし、全てが完全に出力できるわけではありません。
DeviceN の効果を発揮するには RIP と DTP アプリケーションの両方でサポートさ
れていることが条件です。
現在は RIP も DTP アプリケーションも DeviceN をサポートしており、必要に応じ
て適切な DeviceN が使われる PDF ワークフローを行うことが可能となっています。

PostScript 運用では「色分解 (In-RIP)」や「DeviceN」の出力を選択するように
推奨します。PDF ワークフローでは In-RIP セパレーション運用が前提であるので、
DeviceN も自動的に使用されます。

*1) 分版処理をサポートした RIP
に出力する PostScript

*2)RIP の内部で分版するのでは
なく、DTP アプリケーションに
よって分版出力する

*3)QuarkXPress の特色グラデー
ションなど
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カラーマネジメントと RGB ワークフロー

RGB ワークフローと PDF/X-4
PDF/X-1a 運用においては、RGB 画像をそのまま使用する事はできません。そのため、
RGB 運用を行う場合は、PDF/X-1a に ICC プロファイルが付いた RGB 形式や Lab
形式の使用が認められている PDF/X-3 形式を使用することが前提になっていました。

しかし、PDF/X-3 では透明を RGB から CMYK に変換し分割する必要があり、実際
の運用においては透明が使用できないなど、いくつかの制限があります。
PDF/X-4 では透明を含むことが可能なので、Trueflow では RGB ワークフロー
は PDF/X-4 を使用することを推奨しています。（InDesign CS2 を使用する場合は
PDF/X-4 とほぼ同じ特性を持った「RGB ワークフロー用 PDF」運用を推奨します）

RGB ワークフローにおける
CMYK の扱い

RGB ワークフローといっても、全てのページオブジェクトが RGB データで表現さ
れるとは限りません。例えば、墨文字は RGB=0,0,0 よりも K=100 の方が好ましく、
また M=100,Y=100 の色は RGB で正確に可逆的に記述することは困難で、M と Y
のインキのベタで印刷するのが好ましいです。
従って、ここでいう RGB ワークフローとは「RGB と CMYK が混在したワークフロー」
と認識する必要があります。

その上で、RGB データは適切な方法で CMYK に変換され、CMYK データはその値
が変更されることの無いように処理する必要があります。

Acrobat 8 で は「PDF/X-4」 の
プリセットを使って検証します。
Acrobat7 での検証は、Trueflow
専用の RGB ワークフローのプリ
フライトプロファイル「Trueflow 
RGBwf 1.3J.kfp」で行ってくだ
さい。
詳細は、「PDFの検証と確認」(P69)
を参照してください。

Trueflow では、RGB=0,0,0 の色
を K=100 に変換する機能を使用
することもできますが、DTP ア
プリケーションを使用する場合
は、この機能に依存したデータを
作成すべきではありません。
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Adobe Creative Suite 2 〜 5 で
のカラーマネジメント

Adobe Creative Suite 2 〜 5 ではカラー管理機能が向上され、常にカラーマネジメ
ントを使用する事が推奨されています。しかし、CMYK 画像は一切変更しないとい
うカラーマネジメント設定を行う事は可能であるため、品質が保証された CMYK 画
像を使用した運用は従来通り行う事ができます。
Trueflow における PDF 運用のために、Adobe Creative Suite 2 / 3 / 4 向けのカラー
設定ファイル *1)「Trueflow Color Pro 1.0J.csf」「Trueflow Color Std 1.0J.csf」を
用意しており、この設定を使用する事により、CMYK 画像の値は保持 *2) されます。

自動でのカラー変換を避ける
各種 DTP アプリケーションでは RGB 画像が使用された場合、出力設定に応じて
画像に添付されている ICC プロファイルと、出力デバイスプロファイルに基づき、
RGB から CMYK への変換が行われますが、無意識のうちに変換される事は画質管
理上好ましい事ではなく、事前に変換される事を意識して準備をしておく事が重要
です。

*1) カラー設定ファイルについて
は、「カラー設定ファイル」(P104)
を参照してください。
*2)CMYK しか使用していない
データでも正確なカラーマネージ
メント設定は重要です。

Web

Adobe Creative Suite (1) で カ
ラーマネジメント設定を使用す
る場合は、適正な設定でないと
CMYK の カ ラ ー 値 が 変 換 さ れ
るので注意が必要です。Adobe 
Creative Suite (1) では、必要が
なければカラーマネジメントは
Off でお使い下さい。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20081031adobecs_color.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080423indesigncs_cms.html
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RGB 画像のカラー解決方法
RGB 画像を使用し、プロ品質の出力を得るためには、まず使用される RGB 画像に
正確な ICC プロファイルが定義されている事が重要になります。この ICC プロファ
イルにより、画像がどのようなカラースペースで表現されているかを知る事ができ
ます。この情報は、CMYK 画像に変換する際に必要になります。
また、単に ICC プロファイルに基づくカラー変換を行うだけでなく、画像の内容に
応じた画質調整や、適切なシャープネスの調整なども行う方が画質的に一層好まし
い結果が得られます。そこで、RGB 画像を用いた運用において、画質管理を積極的
に行う場合、大きく分けて 2 つのカラー解決方法があります。どちらの方法におい
ても、無意識で自動的な変換を避ける事により、大きな効果を得る事ができます。

1.	 事前に RGB 画像を CMYK 画像に変換する方法
デジタルカメラなどで撮影された RGB 画像は、Colorgenius DC を使用して画
像の内容に応じたプロのスキャナ品質の CMYK 画像に変換してから、レイアウ
ト作業に使用します。この場合は PDF/X-1a の運用に適合し、運用方法や注意点、
制限などについても CMYK 画像のみでの運用と同じになります。

2.	 RIP の演算時に色変換を行う方法
レイアウトも RGB 画像のまま行い、事前にカラー調整の指示のみを与えておい
て、RIP での出力演算時に実際の色変換を行う方法です。この場合、DTP アプ
リケーションにおいては PDF/X-1a 運用ではなく、「RGB ワークフロー用 PDF」
を作成することになります。

レシピとカラープロファイルに
ついて

レシピファイルは「どのように変換するか」を定義したファイルで、「どの色空間で
作成されたか」を示している ICC プロファイルの情報を基に、レシピファイルに定
義された品質で画像変換を行います。
具体的には、レシピファイルには、被写体や仕上がりキーワード、品質定義デー
タなどが含まれています。レシピファイルとレシピ変換エンジンを搭載したシス
テ ム（Colorgenius DC、Colorgenius ID、Colorgenius LE、Colorgenius AC、
Trueflow など）があれば、画像品質の意図や好みを正確に伝達することができ、誰
でも簡単に高品質なセットアップを行うことが可能になります。
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TrueflowでのRGBワークフロー
のデータ処理手順

Adobe Acrobat
Pro / Std

Colorgenius AC
Colorgenius LE

RGB ワークフロー用
PDF

レシピ付き、
RGB ワークフロー用

PDF

 レシピ変換オプション
SpektacolorIn

（RGB → CMYK ／多色変換）

変換シミュレーション
レシピアサイン／微調整

RGB RGB CMYK

動作条件
この RGB ワークフローを行うために、Trueflow は以下の条件を満たしている必要
があります。
Trueflow 3 Ver4 以降
PolishedInput オプション
レシピ変換オプション

Ⅰ．RGB ワークフロー用 PDF
作成

DTP アプリケーションを使用して、RGB ワークフローのデータを作成する場合、
「InDesign CS2 〜 CS5 での PDF/X 作成手順」(P52) と 「Illustrator CS2 〜 CS5 での
PDF/X 作成手順」(P57) 左欄の「PDF/X-4 出力」を参照して PDF を作成します。（現
在は InDesign CS2 〜 CS5 と Illustrator CS3 〜 CS5 に対応しています）
この時、次項「RGB ワークフロー用 PDF 作成のポイント」(P50) に記述されている内
容を考慮した作業を行うことが重要です。
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Ⅱ．Colorgenius AC（LE）に
よるレシピアサイン

PDF ファイル内の RGB 画像に対して高品質な変換指示を行うソフトウェア製品と
して、Acrobat プラグインである「Colorgenius LE」（無償ソフト）と「Colorgenius 
AC」*1) があります。これらは、PDF で使用されている画像ごとに、レシピファイ
ルといわれる色変換のためのパラメータを指定することがで き *1)、その内容をレシ
ピファイルとして PDF ファイル内に付加します *2)。この段階で元の画像を保ったま
ま最終出力画像の品質が決定されます。この運用の場合、レイアウトから最終出力
演算まで RGB 画像は一切変換されることがないので、レシピの修正を何度行っても
RGB 画像の品質の劣化はありません。
Colorgenius LE と Colorgenius AC の詳細なオペレーションは、製品のマニュアル
を参照してください。

Ⅲ．Trueflow による処理
Trueflow では、PolishedInput 演算のレシピ変換オプションによってこの PDF 内
のレシピを認識し、RGB 画像をレシピに従って画像変換を行い高品質な印刷が可能
になります。
また、レイアウトごとに変倍指示が異なるデジタル RGB 画像に対して、変倍後の実
寸のスケールで最適なシャープネスの効果を得る事が可能になります。
これらの RGB ワークフローをサポートする運用と留意事項の詳細については、それ
ぞれの製品の情報を参照してください。

*1)Web サイトで無償公開されて
い る「Colorgenius LE」 は、 あ
らかじめ準備されたいくつかのレ
シピファイルから適切なものを選
択し、画面上でその出力をシミュ
レーションする事ができます。
製品版の「Colorgenius AC」では、
レシピファイルの微調整を行った
り新たに作成する事ができます

*2) レシピ変換オプションで使用
する場合は、RGB → CMYK 変換
用のレシピを使用してください。
SpektacolorIn オプションを使用
する場合は Spektacolor 用のレ
シピ（RGB → RGB 変換で、レシ
ピ名の最初に「SC」とついている）
を使用してください。
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RGB ワークフロー用 PDF 作成
のポイント

RGB ワークフローでは出力手順だけでなく、データの準備段階やドキュメントの編
集作業においても、従来の CMYK 運用の場合とは異なり、以下の注意が必要になり
ます。

Ⅰ．フォーマットと ICC プロ
ファイル

ICC プロファイルを埋め込んで保存するには、AdobePDF（.pdf）、Illustrator（.ai）、
Photoshop（.psd）、InDesign（.indd）、TIFF、JPEG 形式が推奨されていますが、
InDesign CS2 ／ CS3 は PhotoshopEPS に埋め込まれた ICC プロファイルも認識
する事ができます。
InDesign CS2 ／ CS3 では、貼り込まれた画像ごとの ICC プロファイルの変更がで
きますが、PhotoshopEPS 形式に埋め込まれた ICC プロファイルだけは変更する事
はできません。

Ⅱ．Illustrator CS3 以降によ
る RGB 運用

従来より Illustrator では、画像をリンクで配置することによって RGB 画像と
CMYK 画像を混在する *1) ことができましたが、(P98) 留意事項にあるように、リンク
による配置の場合に画像が分割されスジが入る問題があり、実用的ではありません
でした。
Illustrator CS3 では、この問題が修正されているため、RGB 画像をリンクで配置す
る事により、Illustrator による RGB 画像と CMYK 画像の混在運用が可能になりま
した。
ICC プ ロ フ ァ イ ル を 埋 め 込 む た め、 配 置 さ れ る 画 像 も JPEG、TIFF ま た は
Photoshop ネイティブ形式 (.psd) である必要があります。
こ の 運 用 を 行 う 場 合 は、 必 ず PDF/X-4 形 式 で ペ ー ジ デ ー タ を 書 き 出 す か、
Illustrator ネイティブ形式のまま InDesign CS3 に配置する必要があります。

「Trueflow 推奨運用環境」(P1) も
参照してください。

*1) 混在が可能なのは Illustrator
にリンクで配置される画像に限
定され、それ以外の Illustrator
で作成されたオブジェクトは、
Illustrator のカラーモードに従っ
たカラースペースで記述されま
す。通常は CMYK カラーモード
で作成します。
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Ⅲ．オーバープリント
オーバープリントに関しても前記の透明効果と同様に、カラーモードの混在により、
処理が期待通りに行われない場合があり、データ作成上の注意が必要です。
•	 RGB オブジェクトとオーバープリント

本来オーバープリントとは、実際の印刷で使用する版ごとの独立した処理であるた
め、CMYK と特色版に対してのみ有効です。
基本的には、理論的な色値を表している RGB オブジェクトをオーバープリントと
することはできませんが、最初から別の版で印刷する前提になっている特色とは、
オーバープリントによる掛け合わせが可能になります。
実際の処理としては、RGB オブジェクトは CMYK に変換され、CMYK オブジェク
トとしてオーバープリント処理の影響を受ける事になります。
具体的な処理結果は次の表の通りになります。

前 面　　オーバープリントを設定

CMYK 特色 RGB

背 面
CMYK 	 ○ 	 ○ 	 ×
特色 	 ○ 	 ○ 	 ○	*1) 

RGB 	 ○	*1) 	 ○	*1) 	 ×
*1) RGB オブジェクトは CMYK に変換され、ノセ処理が行われます。

表中の「×」は「オーバープリントにならない」という意味ではなく、RGB-CMYK
変換のアルゴリズムによって結果が変わる可能性があるという意味を表しており、
使用する事は勧められません。
例えば、以下のようなオーバープリントは、RGB ワークフローでも有効です。

•	 特色と RGB オブジェクトのオーバープリントは上下関係に関わらず有効
•	 RGB 画像の上部に配置された CMYK モードの墨文字をオーバープリント

Ⅳ．適切な RGB 画像の準備
RGB ワークフローで正しく色変換を行うためには、元の画像に正確な ICC プロファ
イルが定義されている必要があります。もし定義されていない場合、Trueflow 向け
の設定を行った Adobe Creative Suite 2 ではデフォルトプロファイルである「sRGB 
IEC61966-2.1」が定義されます。
また、レシピを設定する Colorgenius LE ／ Colorgenius AC は RGB 形式の画像を
対象としているため、Lab 形式の画像は、全て RGB 形式で準備する必要があります。

Ⅴ．SpektacolorIn の特色の扱
い

一般的な処理では、特色は RGB や CMYK オブジェクトとは別に、特色版として分
版されます。
しかし、SpektacolorIn の特徴的な機能として、特色を多色印刷用プロセスカラー
の 4 色から 8 色の掛け合わせで擬似的に表現し、特色版をシミュレーションする事
も可能です。この機能は、Fairdot や Randot X などの FM スクリーニングや、高
細線スクリーニングとの組み合わせにより、高いレベルでの特色シミュレーション
を可能にしており、特色版を省略する可能性が高まります。
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PDF/X運用
本章では、Trueflow で運用するための PDF/X ファイルの作成手順やその上での留
意事項や制限について記載しています。

InDesign CS2 〜 CS5 での PDF/X 作成手順
InDesign CS4, CS3, CS2 では、以下の手順でアプリケーションから直接 PDF/X の
プリフライトにパスする PDF を作成する事ができます。

PDF/X-1a を作成する場合は、透明オブジェクトは設定されたパラメータに基づい
て分割されます。

RGB 画像が含まれている場合は、「カラーマネジメントと RGB ワークフロー」
(P45) を参照し、必要な品質が得られる対策を行ってください。対策を行わずに
そのまま RGB 画像を出力しないでください。

PDF のレイヤーを用いて Adobe PDF Print Engine で演算するバージョニング運用
を行う場合は、「バージョニング運用」(P91) を参照してください。

Trueflow では、PDF/X 出力用として、以下のプリセットを用意しています。

•	 Trueflow PDFX1a 1.3J.joboptions	（PDF/X-1a CS2 〜 CS5 用）
•	 Trueflow PDFX4 1.3J.joboptions	 （PDF/X-4 CS3 〜 CS5 用）
•	 Trueflow RGBwf 1.3J.joboptions	 （RGB ワークフロー CS2 用および

	   バージョニング運用 CS2 〜 CS5 用）
ここでは、PDF/X-4 の作成手順を記載していますが、PDF/X-1a の場合は設定の差
異のみを横の注釈欄に記載しています。
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InDesign でプリフライト

1.	 データを PDF で保存する前に、InDesign でプリフライトを行い RGB が含まれ
ていないかを確認します。
ファイル／プリフライト ... を選択します。

2.	 プリフライト結果がダイアログで表示されます。
「概要」もしくは「リンクと画像」で RGB 画像の有無を確認できます。
「問題だけを表示」を ON にすると RGB 画像のみのリストを表示できます。

3.	 PDF/X-4 出力の場合は「Trueflow での RGB ワークフローのデータ処理手順」
(P48) に基づいて必要な前準備を行って下さい。

ここでは、InDesignCS2/CS3 で
のプリフライトについて解説して
います。CS4/CS5 についてはラ
イブプリフライト機能を用いて同
様の確認を行ってください。

プリフライトでチェックできない
RGB
InDesign で は、 配 置 さ れ た 
EPS、Adobe Illustrator ま た は 
Macromedia FreeHand フ ァ イ
ルに埋め込まれている RGB 画像
は検出できないため、元のアプリ
ケーションで配置画像のカラー
データを確認してください。

RGB ワークフローの場合は、必
要箇所に適切な RGB 画像が配置
されているかを確認します。

PDF/X-1a 出力で RGB を含んで
いた場合は、事前に CMYK に変
換してください。RGB 部分が予
期しないカラーで出力されてしま
う場合があります。
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PDF 書き出し

1.	 ファイル／ PDF 書き出しプリセット／ Trueflow PDFX4 1.3J... を選択します。

2.	 書き出しダイアログで、保存ファイル名と保存場所を指定し「保存」ボタンをク
リックすると、PDF 書き出しダイアログが表示されます。
それぞれのパネルにて、以降の記載内容にしたがって設定してください。

Ⅰ． 一般

標準 : PDF/X-4:2008

互換性 : Acrobat 5（PDF 1.4）

ページ 必要に応じて設定してください。

（Trueflow PDF/X-4 用ジョブオ
プションで CS3 〜 CS5 の場合）

プリセットのインストール方法
は「Adobe PDF プ リ セ ッ ト 」
(P102) を参照してください

概要の警告（CS3 以降）
Trueflow PDF/X-1a 用プリセッ
トを使用すると、CS3 以降では

「概要」に警告が表示されます。
警告内容にカラーが CMYK に変
換されることが示されている場
合、RGB の使用箇所をあらかじ
め CMYK に修正するか、もしく
は RGB 画像をリンクで配置し
PDF/X-4 出力してください。

PDF/X-1a 出力
Trueflow 用プリセット「Trueflow 
PDFX1a 1.3J...」を選択します。
PDF/X-4 出力（CS2 の場合）
Trueflow 用プリセット「Trueflow 
RGBwf 1.3J...」を選択します。

PDF/X-1a 出力
［標準］：PDF/X-1a:2001
［互換性］：Acrobat 4（PDF1.3）
PDF/X-4 出力（CS2 の場合）

［標準］：なし
［互換性］：Acrobat 7（PDF1.6）
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Ⅱ． 圧縮

圧縮 必要に応じて設定してください。

Ⅲ． トンボと裁ち落とし

トンボとページ情報 必要に応じて設定してください。

裁ち落としと印刷可能領域 必要に応じて設定してください。

　裁ち落とし Trueflow と同じ値

Ⅳ． 色分解

カラー

　カラー変換 カラー変換なし

　出力先　 Japan Color 2001 Coated（任意）

PDF/X

　出力インテント Japan Color 2001 Coated（任意）

圧縮設定について
プリセットは、品質重視のために
可逆圧縮の設定になっています。
JPEG 圧縮を行う場合は、品質上
の問題がないことを十分に確認し
てから設定を変更してください。

推奨はこの設定ですが、必要に応
じて変更してください。

色分解について
この設定を変更すると出力される
画像品質に影響があります。
設定を変更する場合は、出力され
る画像品質に問題がないかどう
か、事前に確認をとっておく必要
があります。

［カラー変換］：
「なし」に設定すると、PDF/X-1a
になりません。

PDF/X-1a 出力
［カラー変換］：出力先の設定に変
換（カラー値を保持）
PDF/X-4 出力（CS2 の場合）

［カラー変換］：カラー変換なし
［プロファイル埋め込みポリシー］：
すべての RGB およびタグ付きソー
ス CMYK プロファイルを含める

［出力インデント］：なし
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Ⅴ． 詳細

透明の分割・統合

プリセット： [ 高解像度 ]

Ⅵ． セキュリティ

3.	「書き出し」 ボタンでファイルを保存してください。 

［透明の分割・統合］：
通常は、｢高解像度｣ で出力して
ください。
透明処理を含み、非常に複雑な
データが RIP 処理でエラーにな
る場合は、「「透明分割・統合オプ
ション」の詳細」(P12) を参照
の上、「編集｣ － ｢透明の分割・
統合設定」で設定を変更してくだ
さい。

（設定しないでください。）

セキュリティ設定
セ キ ュ リ テ ィ を 設 定 す る と、
Trueflow でエラー終了し、正常
に出力が出来ないことがあるた
め、セキュリティは設定しないで
ください。
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Illustrator CS2 〜 CS5 での PDF/X 作成手順
Illustrator CS2 〜 CS5 では、以下の手順でアプリケーションから直接 PDF/X のプ
リフライトを通る PDF を作成する事ができます。

また、Illustrator CS3 では従来の留意事項が修正され、RGB を含んだワークフロー
が可能となりました。
RGB 画像が含まれている場合は、「カラーマネジメントと RGB ワークフロー」
(P45) を参照し、必要な品質が得られる対策を行ってください。対策を行わずに
RGB 画像をそのまま出力しないでください。

Trueflow では、PDF/X 出力用として、以下のプリセットを用意しています。

•	 Trueflow PDFX1a 1.3J.joboptions	 （PDF/X-1a　CS2 〜 CS5 用）
•	 Trueflow PDFX4 1.3J.joboptions	 （PDF/X-4　CS3 〜 CS5 用）

ここでは、CS3 〜 CS5 における PDF/X-4 の作成手順を記載していますが、CS2 の
場合は、PDF/X-1a を前提に「PDF/X-1a 出力」として、差異のみを横の注釈欄に
記載しています。

PDF 書き出し

1.	 ファイル／別名で保存 ... を選択します。

2.	 別名で保存ダイアログで、保存ファイル名と保存場所、フォーマットに「Adobe 
PDF (pdf)」を指定し「保存」ボタンをクリックすると、Adobe PDF を保存ダ
イアログが表示されます。

3.	 Adobe PDF プリセットで「Trueflow PDFX4 1.3... 」を選択し、それぞれのパ
ネルで、以降の記載内容に従って設定してください。

RGB 画像の扱い
（CS3 〜 CS5 の場合）
PDF/X-4 出力の場合、RGB 画像
はリンクで配置してください。リ
ンクで配置すると、CMYK に変
換されず RGB を保持します。

（CS2、CS の場合）
PDF/X-4 出力に対応していませ
ん。RGB は含めず CMYK 画像を
埋め込みで配置してください。

PDF/X-1a を作成する場合は、透
明オブジェクトは設定されたパラ
メータに基づいて分割されます。

（Trueflow PDF/X-4 用ジョブオ
プションで CS3 〜 CS5 の場合）

概要の警告（CS3 以降）
Trueflow PDF/X-1a 用プリセッ
トを使用すると、CS3 以降では

「概要」に警告が表示されます。
警告内容にカラーが CMYK に変
換されることが示されている場
合、RGB の使用箇所をあらかじ
め CMYK に修正するか、もしく
は RGB 画像をリンクで配置し
PDF/X-4 出力してください。

プリセットのインストール方法は
「Adobe CS2 〜 CS5、 Acrobat 7
〜 9 の PDF 設 定」(P102) を 参
照してください

画像は埋め込みで（CS2）
画像はリンクではなく、埋め込ん
で処理してください。(P98)
CS3 以降ではこの限りではあり
ません。

PDF/X-1a 出力
［Adobe PDF プリセット］：
「Trueflow PDFX1a 1.3J...」を選
択します。
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Ⅰ． 一般

準拠する規格： PDF/X-4:2008*1)

互換性のある形式： Acrobat 5（PDF1.4）

Ⅱ． 圧縮

圧縮 必要に応じて設定してください。

Ⅲ． トンボと裁ち落とし

トンボとページ情報 必要に応じて設定してください。

裁ち落とし Trueflow と同じ値

*1)CS3 の場合は［準拠する規格］
として PDF/X-4:2008 ではなく
PDF/X-4:2007 と表示されます。

PDF/X-1a 出力
［準拠する規格］：
PDF/X-1a:2001

［互換性のある形式］：
Acrobat 4（PDF 1.3）

圧縮設定について
プリセットは、品質重視のために
可逆圧縮の設定になっています。
JPEG 圧縮を行う場合は、品質上
の問題がないことを十分に確認し
てから設定を変更してください。
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Ⅳ． 出力

カラー

　カラー変換 変換しない

　出力先 N/A

PDF/X

　出力インテントのプロファイル Japan Color 2001 Coated（任意）

Ⅴ． 詳細設定

オーバープリントおよび透明の分割・統合オプション（PDF 1.3 のみ）

　オーバープリント： 保持 ( グレーアウト )

　プリセット： 高解像度 ( グレーアウト )

Ⅵ． セキュリティ
セキュリティを設定すると、Trueflow でエラー終了し、正常に出力が出来ない場合
があるため、セキュリティは設定しないでください。

4.	「書き出し」 ボタンでファイルを保存してください。 

PDF/X-1a 出力
［カラー変換］：出力先の設定に変
換（カラー値を保持）

［ 出 力 先 ］：Japan Color 2001 
Coated（任意）

［PDF/X］：
推奨は「Japan Color 2001 Coated」
ですが、必要に応じて変更してく
ださい。

PDF/X-4出力（CS3〜CS5の場合）
［オーバープリントおよび透明の
分割・統合オプション（PDF 1.3
のみ）］：分割 ･ 統合の必要がな
いためグレーアウト
PDF/X-1a 出力

［透明の分割・統合］：
通常は、｢高解像度｣ で出力して
ください。
透明処理を含み、非常に複雑な
データが RIP 処理でエラーにな
る場合は、「「透明分割・統合オ
プション」の詳細」(P12) を
参照の上、「編集｣ － ｢透明の分
割・統合設定」で設定を変更し
てください。

（設定しないでください。）
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InDesign CS での PDF/X-1a 作成手順
InDesign CS では以下の手順で、アプリケーションから直接 PDF/X-1a のプリフラ
イトを通る PDF を作成する事ができます。
この際、透明オブジェクトは設定されたパラメータに基づいて分割されます。

PDF 書き出し

1.	 ファイル／ PDF 書き出しプリセット／ Trueflow PDF/X-1a 1.0... を選択します。

2.	 書き出しダイアログで保存ファイル名と保存場所を指定し、「保存」ボタンをク
リックすると、PDF 書き出しダイアログが表示されます。
それぞれのパネルにて、以降の記載内容にしたがって設定してください。

Ⅰ． 一般

ページ 必要に応じて設定してください。

オプション

　互換性 Acrobat 4（PDF 1.3）

　標準 PDF/X-1a

（Trueflow PDF/X-1a 用プリセッ
トの場合）

プリセットのインストール方法
は「Adobe PDF プ リ セ ッ ト 」
(P102) を参照してください



大日本スクリーン製造株式会社

PDF/X 運用 InDesign CS での PDF/X-1a 作成手順 61

Ⅱ． 圧縮

圧縮 必要に応じて設定してください。

Ⅲ． トンボと裁ち落とし

トンボとページ情報 必要に応じて設定してください。

裁ち落としと印刷可能領域 必要に応じて設定してください。

　裁ち落とし Trueflow と同じ値

Ⅴ． 詳細設定

PDF/X Japan Color 2001 Coated（任意）

透明の分割・統合

　プリセット [ 高解像度 ] Trueflow

Ⅵ． セキュリティ
セキュリティを設定すると、Trueflow でエラー終了し、正常に出力が出来ない場合
があるため、セキュリティは設定しないでください。

3.	「書き出し」 ボタンでファイルを保存してください。 

圧縮設定について
プリセットは、品質重視のために
可逆圧縮の設定になっています。
JPEG 圧縮を行う場合は、品質上
の問題がないことを十分に確認し
てから設定を変更してください。

［PDF/X］：
推奨は「Japan Color 2001 Coated」
ですが、必要に応じて変更してく
ださい。

［透明の分割・統合］：
通常は、｢[ 高解像度 ]Trueflow｣
で出力してください。
透明処理を含み、非常に複雑な
データが RIP 処理でエラーにな
る場合は、「「透明分割・統合オプ
ション」の詳細」(P12) を参照
の上、「編集｣ － ｢透明の分割・
統合設定」で設定を変更してくだ
さい。

（設定しないでください。）
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Illustrator CS での PDF1.3 作成手順
Illustrator CS では、直接 PDF/X-1a を作成することはできません。
しかし、Illustrator CS から保存した PDF1.3 には出力インデント情報が含まれない
事以外は、PDF/X-1a と同等の品質で作成することができます。
ここでは、印刷に安全な PDF1.3 の作成方法を説明します。

PDF1.3 形式で保存

1.	 ファイル／別名で保存 ...　を選択します。

2.	 別名で保存ダイアログで以下を設定し、「保存」ボタンをクリックします。

別名で保存 ファイル名を指定してください。

場所 ファイルの保存場所を指定してください。

フォーマット Adobe PDF（pdf）

Illustrator CS で の PDF1.3 用 紙
サイズについて
Illustrator CS から PDF1.3 を作成
すると、塗り足しエリア外のオ
ブジェクト（見えないオブジェ
クトを含む）を含む用紙サイズ
の PDF が 作 成 さ れ ま す。 従 っ
て、 塗 り 足 し エ リ ア 外 に オ ブ
ジ ェ ク ト が あ る 場 合、PDF の
用 紙 サ イ ズ（MediaBox） は
Illustrator CS の用紙サイズより
も大きくなります。Trueflow を
用 い て Illustrator CS で 作 成 し
た PDF1.3 を処理する場合は、必
ず入力チケットの PDF 原点を

「TrimBox」に設定してください。

画像は埋め込みで
画像はリンクではなく、埋め込ん
で処理してください。(P98)
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Ⅰ．一般

互換性 Acrobat 4（PDF 1.3）

Illustrator の編集機能を保持 ON、OFF　いずれも可

Ⅱ．詳細設定

オーバープリントおよび透明の分割・統合オプション（PDF 1.3 のみ）

　オーバープリント： 保持

　設定： 高解像度

3.	「PDF を保存」ボタンをクリックし保存します。

保存時の警告
保存時、「Illustrator の編集機能
を保持」を OFF で保存した場合、
以下のダイアログが表示されま
す。「はい」をクリックし保存を
続行してください。
このメッセージは、保存時に分割・
統合されるため、透明効果を使用
している部分などが編集できなく
なる事を警告しています。

［設定］：
通常は、｢高解像度｣ で出力して
ください。
透明処理を含み、非常に複雑な
データが RIP 処理でエラーにな
る場合は、「「透明分割・統合オプ
ション」の詳細」(P12) を参照
の上、「編集｣ － ｢透明の分割・
統合設定」で設定を変更するか、
もしくは、「カスタム ...」ボタン
から設定を変更してください。



大日本スクリーン製造株式会社

Trueflow 出力の手引き　第 14 版QuarkXPress 8.0 での PDF/X-1a 作成手順64

QuarkXPress 8.0 での PDF/X-1a 作成手順
QuarkXPress 8.0 では、以下の手順でアプリケーションから直接 PDF/X-1a のプリ
フライトを通る PDF を作成する事が出来ます。

PDF/X-1a 形式で保存

1.	 ファイル／ 書き出し ／ PDF...　を選択します。

2.	「PDF として書き出し」ダイアログが表示されます。
保存場所を指定し、PDF のスタイル :  で「TrueflowPDF-X-1a Style 3.1J」を選
択後、「保存」ボタンをクリックし保存します。

予期せぬ結果になる場合がありま
すので、以下の説明以外の設定は
変更しないでください。
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出力スタイルの設定内容

Ⅰ．ページ

スプレッド ON、OFF　いずれも可

Ⅱ．圧縮

圧縮 必要に応じて設定してください。

解像度 必要に応じて設定してください。
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Ⅲ．カラー

カラーオプション

　モード コンポジット

　設定 Trueflow PDF Color 1.0J

Ⅳ．ブリード

ブリードオプション

　ブリードの種類 均等

　量 Trueflow と同じ値

QuarkXPress 8 のカラー設定で
の DeviceN 指定について、出力
の手引き Web で説明しています。

Web

［設定］:
Trueflow で提供している専用の
カラー設定ファイルを使用してく
ださい。カラー設定ファイルにつ
いては「カラーのセットアップ」
(P111) を参照してください。

色分解とセクションの設定
色分解を指定する場合、「ページ
設定」のセクションには数字以外
を指定しないでください。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/45quarkxpress/20080819qxp8devicen.html
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Ⅴ．透明度

透明度レンダリングオプション

　ベクトル画像 400 dpi

　ブレンド 400 dpi

　ドロップシャドウ 400 dpi
取 り 込 ま れ た PDF お よ び AI
ファイルの透明オブジェクト
　平滑化解像度 任意の解像度

Ⅵ．OPI
（PDF/X-1a は OPI を禁止した規格です。設定しないでください。）

QuarkXPress 8.1 でサポートされた
「ネイティブの透明度で書き出し」
はサポートしません。

Web

出力の手引き Web では、他の透明
の留意事項を説明をしています。

Web

［平滑化解像度］：
取り込まれたデータの内容に応じ
て適宜設定変更してください。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090810_quarkxpress81_1.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090812_quarkxpress81_2.html
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Acrobat Distiller での PDF/X-1a 作成手順
ダイレクトに PDF/X-1a を作成しないアプリケーションでは、Acrobat Distiller 9
を用いて、各々のアプリケーションから出力された PostScript ファイルから PDF/
X-1a を作成します。（Acrobat  Distiller 7/8 でも同様の手順で行います。）
各々のアプリケーションで、PostScript ファイルを出力する際の PPD ファイルは
Trueflow ではなく、Adobe PDF という PPD ファイルを使用します。
透明の記述ができない PostScript に書き出す必要があるので、その時点で適切な透
明の分割設定を行っておく必要があり、RGB 画像も含んではいけません。

Acrobat Distiller 9 からの作成
手順

1.	 Acrobat Distiller 9 を開き、「 Trueflow PDFX1a 1.3J 」を選択して PostScript
ファイルをダイアログ上にドラッグ＆ドロップすると、PDF ファイルが作成さ
れます。

Adobe PDF 設定

デフォルト設定 Trueflow PDFX1a 1.3J

プリセットのインストール方法は
「Adobe CS2 〜 CS5、 Acrobat 7
〜 9 の PDF 設 定」(P102) を 参
照してください
OpenType フォントの埋め込み
について出力の手引き Web に解
説があります。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/50faq/20080425opentype.html
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PDF の検証と確認

PDF の検証方法
PDF の作成が完了した後、検証を行います。
ここでは、Acrobat 9 Professional を用いた検証の手順を説明します。

（Acrobat 7/8 Professional でも同様の手順で行います。）

Ⅰ．Acrobat 9 Professional で
開く

1.	 検証したいファイルを Acrobat 9 Professional で開き、アドバンスト／プリフ
ライト ... を選択します。

Ⅱ．プリフライト

2.	 プリフライトの一覧から適切なプロファイルを選択し、「解析」ボタンをクリッ
クするとプリフライトチェックが実行されます。

（ここでは、PDF/X-4 を例に説明します。）

Adobe Creative Suite 3 で
Acrobat 8 を使用する場合は、必
ず Acrobat 8.1 にアップデートし
てください。

PDF/X-4 出力
（Acrobat 7 の場合 )
「RGB ワークフロー用プリフライト
プロファイル」(P108) を参照の上、
Trueflow が提供している RGB ワー
クフロー用のプロファイル（Trueflow 
RGBwf 1.1J.kfp）を読み込んで検証
してください。

（Acrobat 8 の場合）
PDF/X-4 のプロファイル「PDF/X-4 
(Draft) への準拠を確認」を使用して
検証してください。

（Acrobat 9 の場合）
「PDF/X-4 への準拠を確認」を使用し
て検証してください。
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3.	 終了後、プリフライトの結果が表示されます。

［OK の場合］	 ［NG の場合］

	

Ⅲ．プリフライト：結果詳細

4.	 また、検証結果の詳細については、［▼概要］［▼プリフライト情報］を展開し、
確認することができます。

以上で、PDF の検証は完了です。

［概要］［プリフライト情報］など
の詳細情報は、ダイアログの下方
にある「文書に関する詳細情報を
表示」を ON にすることで、表
示されます。
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PostScript 運用
本章では、Trueflow で運用するための PostScript ファイル作成手順やその上での
留意事項、および制限について記載しています。

InDesign CS2 〜 CS5 での PS 作成手順

プリントダイアログの設定

1.	 ファイル／プリントプリセット／ Trueflow 1.1... を選択し、プリントダイアロ
グを表示します。

2.	 プリントダイアログが表示されますので、それぞれのパネルにて、以降の記載内
容に従い、設定してください。

プリントプリセット Trueflow 1.1

プリンタ PostScript(R) ファイル

PPD Trueflow に添付されている最新バージョン

（Trueflow 用 プリセットの場合）

プリセットのインストール方法
は「PS 出力プリントプリセット」
(P106) を参照してください
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Ⅰ． 一般

ページ 必要に応じて設定してください。

オプション 必要に応じて設定してください。

Ⅱ．設定

用紙サイズ カスタム

　用紙の幅／用紙の高さ 自動（自動にすると、括弧付きの値が表示されます）

　方向 縦 （一番左のアイコン） 

　オフセット 0 mm

　ページの間隔 0 mm

オプション

　ページの位置 左上

CS3 までは「セットアップ」、
CS4 以降は「設定」に変わって
います。

用紙サイズの設定
用紙の幅と用紙の高さは、「自
動」に設定してください。トン
ボや裁ち落としの設定に関わら
ず、適切なサイズで出力されます。
Trueflow 側では入力処理で PDF
原点指定を「TrimBox」に設定
しておく事で、用紙サイズが「自
動」でも正確なページ原点情報を
取り込むことができます。
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Ⅲ．トンボと裁ち落とし
　　　

トンボとページ情報 必要に応じて設定してください。

裁ち落としと印刷可能領域 必要に応じて設定してください。

　裁ち落とし Trueflow と同じ値

Ⅳ．色分解

カラー 色分解（In-RIP）

トラップ 必要に応じて設定してください。

スクリーン 出力デバイスに合わせ、完全に一致する物がない場合は、
最も近いものを選択してください。

インキ 全てのインキを ON

［裁ち落とし］：
Trueflow で設定した値と、ここで
設定する値を一致させてください。

台割り使用時の注意点
Trueflow の台割りを使用して、
InDesign CS から見開きで出力
する場合は、Trueflow の台割り
の設定で、「泣き別れ」処理の設
定も行ってください。この部分の
詳細については、Trueflow のユー
ザーズマニュアルを参照してくだ
さい。

｢色分解（In-RIP）｣ と ｢コンポジッ
ト CMYK｣ の違い

ド キ ュ メ ン ト に Photoshop5.0
以降のダブルトーンが使用されて
いる場合、また InDesign CS で
指定されたトラップを出力に反
映させたい場合は、「色分解（In-
RIP）」で出力する必要があります。
｢コンポジット CMYK｣ を指定し
た場合でも、特色情報は含まれま
すが、通常は「色分解 (In-RIP）」
で使用してください。

Web

色分解とセクションの設定

色分解を指定する場合、「ページ
設定」のセクションプレフィック
ス名称を使用しないでください。

［線数］［角度］：
線数、角度は Trueflow 側で設定
した値になります。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080229indesigndeviceninrip.html
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Ⅴ．グラフィック
（変更しないでください。）

Ⅵ．カラーマネジメント

オプション

カラーの処理 PostScriptR プリンタでカラーを指定

出力カラー

　CMYK 番号を保持 ON

文字が消える問題が発生した場
合、参照して下さい。

Web

この設定を変更すると出力される
画像品質に影響があります。
設定を変更する場合は、出力され
る画像品質に問題がないかどう
か、事前に確認をとってお CS く
必要があります。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090212font_problem.html
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Ⅶ．詳細

OPI

　OPI 画像の置換 OFF

　OPI を無視 全て OFF

透明の分割・統合

　プリセット [ 高解像度 ]

　スプレッドオーバーライドを無視 OFF

3.	 以上を設定後に、「保存」ボタンをクリックしてください。

Ⅷ．ファイル保存

4.	 ファイル名とファイル作成場所を設定し、 「保存」 ボタンで保存してください。

OPI 運用の制限

Trueflow では、低解像度の EPS
から高解像度の EPS に差し替え
る OPI 処理をサポートしていま
すが、InDesign CS では低解像
度 の EPS を Photoshop で 作 成
した場合、PostScript に元のファ
イル名の情報が含まれないため、
OPI の処理が行われず、低解像
度のままで出力されます。
低解像度画像として、GTP で作成
した粗画像など Photoshop 以外
で作成した OPI 用の EPS 画像を
用いる運用では問題ありません。

［OPI 画像の置換］：
InDesign CS が PostScript 出 力
時に OPI 処理を行います。通常
は OFF で使用してください。

［OPI を無視］：
InDesign CS で行う OPI 処理は
行わず、PostScript には指定さ
れた画像を含まずに、代わりに
OPI コメントのみを埋め込みま
す。例えば「EPS」を指定した場
合、ドキュメントに含まれる全て
の EPS 画 像（Illustrator で 作 成
した EPS も含む）が OPI 対象と
なり、Trueflow 側に全ての素材
EPS を用意しておく必要があり
ます。通常は、全て OFF で使用
してください。

［透明の分割・統合］：
通常は、｢高解像度｣ で出力して
ください。透明処理を含み、非常
に複雑なデータが RIP 処理でエ
ラーになる場合は、「編集｣ － ｢
透明の分割・統合設定」でラス
ター／ベクターのバランスの値を
99 ～ 75 程度に下げたプリセッ
トを作成し、出力を試みてくださ
い。この場合、出力品質に影響が
でる事があるため、出力品質に問
題がないかチェックを行ってくだ
さい。
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Illustrator CS 〜 CS5 での EPS 作成手順
以下の説明では、Illustrator CS3 のスクリーンショットを用いて説明しますが、
Illustrator CS、CS2 でも同様の手順で設定してください。

EPS 形式で保存

1.	 ファイル／別名で保存．．．を選択します。

Ⅰ．別名で保存　ダイアログ

2.	 別名で保存ダイアログで、以下を設定し「保存」ボタンをクリックします。

別名で保存 ファイル名を指定してください。

場所 ファイルの保存場所を指定してください。

フォーマット Illustrator EPS（eps）
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Ⅱ．EPS オプション

3.	 必要に応じて、それぞれの設定を行い「OK」ボタンで保存してください。
［設定］：
通常は、｢高解像度｣ で出力して
ください。
透明処理を含み、非常に複雑な
データが RIP 処理でエラーにな
る場合は、「「透明分割・統合オプ
ション」の詳細」(P12) を参照
の上、「編集｣ － ｢透明の分割・
統合設定」で設定を変更するか、
もしくは、「カスタム ...」ボタン
から設定を変更してください。

［コンパチブルグラデーション & グ
ラデーションメッシュプリント］：
通常は OFF にしてください。
この設定を ON にすると、グラ
デーションの品質に問題が生じる
ことがあります。
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InDesign CS での PS 作成手順

プリントダイアログの設定

1.	 ファイル／プリントプリセット／ Trueflow 1.0... を選択し、プリントダイアロ
グを表示します。

2.	 プリントダイアログが表示されます。それぞれのパネルにて、以降の記載内容に
従い、設定してください。

プリントプリセット Trueflow 1.0

プリンタ PostScript(R) ファイル

PPD Trueflow に添付されている最新バージョン

（Trueflow 用 プリセットの場合）

プリセットのインストール方法
は「PS 出力プリントプリセット」
(P110) を参照してください
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Ⅰ． 一般

ページ 必要に応じて設定してください。

オプション 必要に応じて設定してください。

Ⅱ．セットアップ
　 　

用紙サイズ カスタム

　用紙の幅／用紙の高さ 自動（自動にすると、括弧付きの値が表示されます）

　方向 縦 （一番左のアイコン）

　オフセット 0 mm

　ページの間隔 0 mm

オプション

　ページの位置 左上

用紙サイズの設定
用紙の幅と用紙の高さは、「自
動」に設定してください。トン
ボや裁ち落としの設定に関わら
ず、適切なサイズで出力されます。
Trueflow 側では入力処理で PDF
原点指定を「TrimBox」に設定
しておく事で、用紙サイズが「自
動」でも正確なページ原点情報を
取り込むことができます。
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Ⅲ．トンボと裁ち落とし

トンボとページ情報 必要に応じて設定してください。

裁ち落としと印刷可能領域 必要に応じて設定してください。

　裁ち落とし Trueflow と同じ値

Ⅳ．色分解
　 　 　

カラー 色分解（In-RIP）

トラップ 必要に応じて設定してください。

スクリーン 出力デバイスに合わせ、完全に一致する物がない場合は、
最も近いものを選択してください。

台割り使用時の注意点
Trueflow の台割りを使用して、
InDesign CS から見開きで出力
する場合は、Trueflow の台割り
の設定で、「泣き別れ」処理の設
定も行ってください。この部分の
詳細については、Trueflow のユー
ザーズマニュアルを参照してくだ
さい。

［裁ち落とし］：
Trueflow で設定した値と、ここで
設定する値を一致させてください。

｢色分解（In-RIP）｣ と ｢コンポジッ
ト CMYK｣ の違い

ド キ ュ メ ン ト に Photoshop5.0
以降のダブルトーンが使用されて
いる場合、また InDesign CS で
指定されたトラップを出力に反
映させたい場合は、「色分解（In-
RIP）」で出力する必要があります。
｢コンポジット CMYK｣ を指定し
た場合でも、特色情報は含まれま
すが、通常は「色分解 (In-RIP）」
で使用してください。

Web

色分解とセクションの設定

色分解を指定する場合、「ページ
設定」のセクションプレフィック
ス名称を使用しないでください。

［線数］［角度］：
線数、角度は Trueflow 側で設定
した値になります。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080229indesigndeviceninrip.html
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Ⅴ．グラフィック
（変更しないでください。）

Ⅵ．カラーマネジメント
（基本的に使用しないでください。）

Ⅶ．詳細

OPI

　OPI 画像の置換 OFF

　OPI を無視 全て OFF

透明の分割・統合

　プリセット [ 高解像度 ] Trueflow

　スプレッドオーバーライドを無視 OFF

3.	 以上を設定後に、「保存」ボタンをクリックしてください。

4.	 表示されるファイルを保存ダイアログで、ファイル名とファイル作成場所を指定
し、 「保存」 ボタンで保存してください。

文字が消える問題が発生した場
合、参照して下さい。

Web

通常、ここはグレーアウトで表示
されていますが、編集メニュー／
カラーマネジメント を ON にした
場合は、有効になってしまいます。

OPI 運用の制限

Trueflow では、低解像度の EPS
から高解像度の EPS に差し替え
る OPI 処理をサポートしていま
すが、InDesign CS では低解像
度 の EPS を Photoshop で 作 成
した場合、PostScript に元のファ
イル名の情報が含まれないため、
OPI の処理が行われず、低解像
度のままで出力されます。
低解像度画像として、GTP で作成
した粗画像など Photoshop 以外
で作成した OPI 用の EPS 画像を
用いる運用では問題ありません。

［OPI 画像の置換］：
InDesign CS が PostScript 出 力
時に OPI 処理を行います。通常
は OFF で使用してください。

［OPI を無視］：
InDesign CS で行う OPI 処理は
行わず、PostScript には指定さ
れた画像を含まずに、代わりに
OPI コメントのみを埋め込みま
す。例えば「EPS」を指定した場
合、ドキュメントに含まれる全て
の EPS 画 像（Illustrator で 作 成
した EPS も含む）が OPI 対象と
なり、Trueflow 側に全ての素材
EPS を用意しておく必要があり
ます。通常は、全て OFF で使用
してください。

［透明の分割・統合］：
通常は、｢高解像度｣ で出力して
ください。透明処理を含み、非常
に複雑なデータが RIP 処理でエ
ラーになる場合は、「編集｣ － ｢
透明の分割・統合設定」でラス
ター／ベクターのバランスの値を
99 ～ 75 程度に下げたプリセッ
トを作成し、出力を試みてくださ
い。この場合、出力品質に影響が
でる事があるため、出力品質に問
題がないかチェックを行ってくだ
さい。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090212font_problem.html
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QuarkXPress 8.0 での PS 作成手順
従来の QuarkXPress 4 以前では TP-X という専用の XTension を使用していました
が、QuarkXPress 6 以降では TP-X を使用する必要がなくなり、それに伴い PS の
作成方法も変更になっています。
対応内容は TP-X で行っていたページ原点の取り込み機能と Pantone 社の特色の 
C / CV / CVC を同一視する機能を、Trueflow の入力処理でサポートします。

印刷ダイアログの設定

1.	 ファイル／印刷 ... を選択し、印刷ダイアログを表示します。

2.	 それぞれのパネルにて、以降の記載内容に従い、設定してください。

Ⅰ． 印刷ダイアログ

印刷書式 TrueflowPS Style 3.1J

Spreads ON、OFF　いずれも可

（Trueflow 用 印刷書式の場合）

予期せぬ結果になる場合がありま
すので、以下の説明以外の設定は
変更しないでください。

プリセットのインストール方法は
「出力スタイル設定」(P113) を
参照してください

［スプレッド］：
ON にする場合は、ページサイズ
を必要な大きさにする必要があり
ます。（設定タブ参照）
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Ⅱ． デバイス

デバイスオプション

　PPD Trueflow に添付されている最新バージョン

　用紙サイズ その他

　横
出力する用紙サイズにブリード分（オフセットと同じ）
とトンボの大きさ（両側で 17mm）を足したサイズ以
上であれば、任意の大きさで構いません。

　縦
「自動」にするか、用紙の高さにブリード分（オフセッ
トと同じ）、トンボの大きさ（両側で 17mm）を足し
たサイズ以上にしてください。

　解像度 実際の出力デバイスに合わせてください。

Ⅲ． カラー

カラーオプション

　モード 色分解

　設定 Trueflow PS Color 1.0J

用紙サイズの設定
用紙の幅と用紙の高さは、「自
動」に設定してください。トン
ボや裁ち落としの設定に関わら
ず、適切なサイズで出力されます。
Trueflow 側では入力処理で PDF
原点指定を「TrimBox」に設定
しておく事で、用紙サイズが「自
動」でも正確なページ原点情報を
取り込むことができます。

［用紙の幅］：
算出例）
A4 単ページ、ブリード 3mm の
場合：
用紙幅＝ 210 ＋（３× ２）
　＋ 17（トンボのサイズ分）
＝ 233mm

A4 見開き 2 ページ、ブリード
3mm の場合：
用紙幅＝ 420 ＋（３× ２）
　＋ 17（トンボのサイズ分）
＝ 443mm

色分解とセクションの設定

色分解を指定する場合、「ページ
設定」のセクションには数字以外
を指定しないでください。

［設定］：
以下のオブジェクトを含む、ド
キュメントを出力する場合は、
Trueflow で提供している専用の
設 定「Truflow PS Color 1.0J」
を選択することにより、正常に出
力できます。（Color Setup ファ
イルの設定については「カラーの
セットアップ」(P111) を参照し
てください。）
こ の 設 定 で「 コ ン ポ ジ ッ ト 
CMYK」を選択すると、全てプロ
セスカラーの疑似色として出力さ
れてしまいます。
1）ブレンド：特色を用いた場合
2）colorized TIFF：特色で色づ
けされた Gray TIFF
3）Multi-Ink：特色を使用した
場合

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080225quarkdevn.html
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Ⅳ．マーク
トンボオプション

　モード センター

　横、長さ

　オフセット Trueflow の Bleed と同じ値を設定してください。

Ⅴ．ブリード

ブリードオプション

　ブリードの種類 均等

　量 マークタブのオフセットと同じ値

Ⅵ．透明度

透明度レンダリングオプション

　ベクトル画像 400 dpi

　ブレンド 400 dpi

　ドロップシャドウ 400 dpi
取 り 込 ま れ た PDF お よ び AI
ファイルの透明オブジェクト
　平滑化解像度 任意の解像度

Ⅶ．OPI

OPI オプション

　OPI アクティブ OFF

3.	 上記の全ての設定が完了した後、以下の手順で PS ファイルを出力します。

［オフセット］：
単位が pt で表示されている場合
で も、「3mm」（=8.504 pt） や

「0.125"」（=9 pt）等のように入
力する事も可能です。

［ブリードの値］：
ブリードを上下左右で異なる値に
設定しても、ブリードは正しく処
理できません。

出力の手引き Web では、他の透明
の留意事項を説明をしています。

Web

［平滑化解像度］：
取り込まれたデータの内容に応じ
て適宜設定変更してください。

OPI の設定による影響

QuarkXPress にイラスト EPS を
貼り込み、Trueflow で処理する
と出力結果において EPS が縮小
されるなど不正になる問題があり
ます。OPI アクティブのチェック
を外して PS を作成してください。
なお、Trueflow ではこの OPI ア
クティブのチェックが外れていて
も EPS 画像の OPI 処理を行うこ
とが可能です。
TIFF 画像に関しては、この設定
により貼り込まれた TIFF 画像が
そのまま出力されます。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090812_quarkxpress81_2.html
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ページ設定ダイアログ

4.	 印刷ダイアログの左下「用紙設定 ....」ボタンから表示されるページ設定ダイア
ログで設定を確認し、「OK」ボタンでウィンドを閉じます。
方向 縦方向（一番左のアイコン）

拡大縮小 100％

プリントダイアログ

5.	 印刷ダイアログの「Print...」をクリックして、OS のプリントダイアログを表示
します。

•	 Mac OS X 10.6 の場合
ここで、「PDF ▼」ボタンのプルダウンメニューから「PDF を PostScript として
保存 ...」を選択します。　

プリンタ Trueflow

プリセット 標準

6.	 表示される Save ダイアログでファイル名と保存場所を指定して「Save」ボタン
をクリックします。
通常のアプリケーションであれば、この段階でファイルが保存されますが、
QuarkXPress 6 以降は、この後 QuarkXPress の印刷ダイアログで「Print」ボ
タンをクリックするとファイルが作成されます。

ここでは Mac OS X 10.6 を例に
説明していますが、10.5 や 10.4
でも同様に設定して下さい。
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QuarkXPress 6.5 での PS 作成手順
従来の QuarkXPress では TP-X という専用の XTension を使用していましたが、
QuarkXPress 6 では TP-X を使用する必要がなくなり、それに伴って PS の作成方
法も変更になっています。
対応内容は TP-X で行っていたページ原点の取り込み機能と Pantone 社の特色の C
／ CV ／ CVC を同一視する機能を、Trueflow の入力処理でサポートします。
このドキュメントでは、QuarkXPress 6 を Mac OS X 10.4 で動作させた場合を基
本にして説明していますが、Mac OS X 10.2 以降でも同等の設定で使用する事が可
能です。

印刷ダイアログの設定

1.	 ファイル／印刷 ... を選択し、印刷ダイアログを表示します。

2.	 ダイアログが表示されますので、それぞれのパネルにて、以降の記載内容に従い、
設定してください。

Ⅰ． レイアウト

印刷書式 Trueflow スタイル ver2.1J

スプレッド ON、OFF　いずれも可

トンボ センター

　オフセット Trueflow のブリードと同じ値を設定してください。

（Trueflow 用 印刷書式の場合）

予期せぬ結果になる場合がありま
すので、以下の説明以外の設定は
変更しないでください。

プリセットのインストール方法は
「印刷書式の設定」(P115) を参
照してください

［スプレッド］：
ON にする場合は、ページサイズ
を必要な大きさにする必要があり
ます。（設定タブ参照）

［オフセット］：
単位が pt で表示されている場合
で も、「3mm」（=8.504 pt） や

「0.125"」（=9 pt）等のように入
力する事も可能です。
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Ⅱ． 設定
プリンタ記述 Trueflow に添付されている最新バージョン

用紙サイズ カスタム

用紙の幅
出力する用紙サイズにブリード分（オフセットと同じ）
とトンボの大きさ（両側で 17mm）を足したサイズ以
上であれば、任意の大きさで構いません。

用紙の高さ
「自動」にするか、用紙の高さにブリード分（オフセッ
トと同じ）と、トンボの大きさ（両側で 17mm）を足
したサイズ以上にしてください。

方向 縦方向（左のアイコン）

Ⅲ． 出力
印刷カラー DeviceN

解像度 実際の出力デバイスに合わせてください。

［用紙の幅］：
算出例）
A4 単ページ、ブリード 3mm の
場合：
用紙幅＝ 210 ＋（３× ２）
　＋ 17（トンボのサイズ分）
＝ 233mm

A4 見開き 2 ページ、ブリード
3mm の場合：
用紙幅＝ 420 ＋（３× ２）
　＋ 17（トンボのサイズ分）
＝ 443mm

用紙サイズの設定
用紙の幅と用紙の高さは、「自
動」に設定してください。トン
ボや裁ち落としの設定に関わら
ず、適切なサイズで出力されます。
Trueflow 側では入力処理で PDF
原点指定を「TrimBox」に設定
しておく事で、用紙サイズが「自
動」でも正確なページ原点情報を
取り込むことができます。

［印刷カラー］：
以下のオブジェクトを含む、ド
キュメントを出力する場合は、

「DeviceN」を選択することによ
り、正常に出力できます。

「コンポジット CMYK」を選択す
ると、全てプロセスカラーの疑似
色として出力されてしまいます。

1）ブレンド：特色を用いた場合
2）colorized TIFF：特色で色づ
けされた Gray TIFF
3）Multi-Ink：特色を使用した
場合

Web

色分解とセクションの設定

色分解を指定する場合、「ページ
設定」のセクションには数字以外
を指定しないでください。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080225quarkdevn.html
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Ⅳ．オプション
（変更しないでください。）

Ⅴ．ブリード
ブリードの種類 均等

　値 レイアウトタブのオフセットと同じ値

Ⅵ．OPI
OPI アクティブ OFF

Ⅶ．プリンタフォント
PostScript フォント送信方法 CID フォント

ポストスクリプト印刷 Trueflow にインストールされているフォントに
チェックを入れてください。

3.	 上記の全ての設定が完了すれば、以下の手順で PS ファイルを出力します。

［ブリードの値］：
ブリードを上下左右で異なる値
に設定しても、ブリードは正し
く処理できません。

OPI の設定による影響

QuarkXPress にイラスト EPS を
貼り込み、Trueflow で処理する
と出力結果において EPS が縮小
されるなど不正になる問題があり
ます。OPI アクティブのチェック
を外して PS を作成してください。
なお、Trueflow ではこの OPI ア
クティブのチェックが外れていて
も EPS 画像の OPI 処理を行うこ
とが可能です。
TIFF 画像に関しては、この設定
により貼り込まれた TIFF 画像が
そのまま出力されます。

印刷書式との関係

OPI の設定については「Trueflow
スタイル」の印刷書式を用いても
変更することができないため、必
ず手動で設定変更してください。

OpenType フ ォ ン ト の ダ イ ナ
ミックダウンロード

「PostScript フォント送信方法」
として「CID フォント」を選択
してください。この設定によって、
OpenType フォントと CID フォ
ントのダイナミックダウンロード
が行われるようになります。

「ポストスクリプト印刷」の設定

「 ポ ス ト ス ク リ プ ト 印 刷 」 は、
Trueflow にインストールされてい
るフォントにチェックを入れてく
ださい。OpenType フォントは、
RIP にはインストールされないの
でチェックを入れないでください。

「 ポ ス ト ス ク リ プ ト 印 刷 」 が
チェックされているフォントは、

「PostScript フォント送信方法」の
設定に関わらず、ダイナミックダ
ウンロードを行わず、RIP 側のフォ
ントを使用するようになります。
Trueflow にインストールされてい
ないフォントをチェックしておく
と、文字化けの原因になるため注
意が必要です。
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ページ設定ダイアログ

4.	 印刷ダイアログの左下「用紙設定 ....」ボタンから表示されるページ設定ダイア
ログで設定を確認し、「OK」ボタンでウィンドを閉じます。

方向 縦方向（一番左のアイコン）

拡大縮小 100％

プリントダイアログ

5.	 印刷ダイアログの「Print...」をクリックして、OS のプリントダイアログを表示
します。

•	 Mac OS X 10.4 の場合
ここで、「PDF ▼」ボタンのプルダウンメニューから「PDF を PostScript として
保存 ...」を選択します。　

プリンタ Trueflow

プリセット 標準

6.	 表示される Save ダイアログでファイル名と保存場所を指定して「Save」ボタン
をクリックします。
通常のアプリケーションであれば、この段階でファイルが保存されますが、
QuarkXPress 6 以降は、この後 QuarkXPress の印刷ダイアログで「Print」ボ
タンをクリックするとファイルが作成されます。

ここでは Mac OS X 10.4 を例に
説明していますが、10.3 でも同
様に設定して下さい。
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留意事項

PDF/X-4 運用

透明ブレンド領域
PDF/X-4 の運用では、透明効果がそのまま PDF に反映され、RIP 側で透明の合成
処理が行われるため、データ作成時のデバイスカラースペースに注意が必要です。

透明の合成処理には RGB ベースと CMYK ベースの演算方法があり、印刷で使う透
明処理は CMYK ベースで演算を行います。RGB ベースで演算を行うと出力が不正
な結果となります。
演算方法の指定はDTPアプリケーションで行います。InDesign CS2〜CS5の「編集」
→「透明ブレンド領域の設定」→「ドキュメントの CMYK 領域を使用」を選択します。
この手順で作成された PDF は Trueflow 内部の透明の合成処理において、CMYK ベー
スで演算され、印刷に適した出力を得ることができます。

透明の合成演算について
PDF/X-4 の運用では、透明効果を DTP アプリケーション側で分割統合せず、RIP
内部で処理することになります。Trueflow 内部では品質優先で処理を行うため、透
明を多用した非常に複雑なデータの場合、処理時間が長くなったり、分割統合処理
後のデータが大きすぎて処理できない場合があります。特に、以下の様な場合に極
端に負荷が高くなります。
•	 グラデーションに自然画像またはドロップシャドウ
•	 パスが複雑な図形に対するドロップシャドウなどの透明の関係する効果
•	 立体的な文字などで使用される多数の図形を用いたブレンドに自然画像が透明

出力の手引き Web では同じ原因
の他の事例も説明しています。

Web
Trueflow での対応状況と Adobe
からの情報公開についても説明し
ています。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20081031adobecs_color.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090129adobecs_color_2.html
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InDesign に効果付きデータを
配置

光彩（外側）などの特定の効果が付いた Illustrator または Photoshop で作成したデー
タを、ネイティブか、アプリケーションから書き出した PDF を InDesign に配置し、
PDF/X-4 形式で書き出すと、Trueflow の最新 PDF 処理において出力が不正になる
ことがあります。
この問題は、Acrobat では確認できず、Trueflow からの出力で発生します。

出力結果Illustrator+
InDesign

C:100%
不透明
光彩(外側)

CMYK:0%
不透明度:70%

M:40% 不透明

バージョニング運用
バージョニング運用とは、PDF で表現されるレイヤーを利用して、単一のドキュメ
ントから複数の出力を得る方法で、いわゆる「店名差し替え」運用や「多言語対応」
などが可能になります。この運用でも PDF/X-4 形式を使用します。
この運用は InDesign CS2 〜 CS5、Illustrator CS2 〜 CS5 でサポートされます。
作成手順は以下のとおりです。

1.	 各々のアプリケーションのレイヤーを用いたデータ作成を行ってください。（各
アプリケーションのマニュアル参照）

2.	「Illustrator CS2 〜 CS5 での PDF/X 作成手順」(P57) の手順で、PDF 書き出
しプリセットとして「Trueflow RGBwf 1.3J.joboptions」を選択して、PDF1.6
形式のレイヤー付き PDF を作成します。

3.	 作 成 さ れ た PDF を「PDF の 検 証 と 確 認 」(P69) を 参 照 し、Acrobat 8/9 で 
PDF/X-4 に Fixup することで、レイヤー付きの PDF/X-4 を作成する事ができ
ます。

フォントプリフライトの問題
PDF1.4 以上の機能を使用した PDF やセパレーション形式の PDF を入力した場合、
以下どちらかの条件に合致すると、フォントのプリフライト結果が NG になること
があります。実際の出力では文字化けは発生しません。
•	 埋め込んである Type3 フォント
•	 実際の描画には使用していないが PDF 上に情報があるフォント

出力の手引き Web で発生条件と
回避方法を説明しています。

Web
発生原理と解説について説明して
います。

Web

この問題は以下のバージョンの
Trueflow で正しく出力できる様
になりました。
・Ver5.01 TF175
・Ver6.01 TF135
・Ver7.10 TF110
・Ver7.20 以降

この PDF のレイヤーを使用した
バージョニング運用は Trueflow 
SE Ver6.00 以 降 の Adobe PDF 
Print Engine を 用 い た 運 用 に
よりサポートされます。詳細は
Trueflow SE に添付される「バー
ジョニング運用マニュアル」を参
照してください。

Adobe Creative Suite3 〜 5 用
に 提 供 さ れ て い る PDF/X-4 作
成用 PDF プリセットファイル

「Trueflow PDFX4 1.3J.joboptions」
を使用してもレイヤー付き PDF
を作成する事はできません。バー
ジョニング運用を行う場合は
Adobe Creative Suite3 以降でも

「Trueflow RGBwf 1.3J.joboptions」
を使用してください。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20091104illustrator_indesign.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20091105illustrator_indesign2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20080716acrobat9layer.html
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透明効果を含む PDF が真っ白で
出力される場合

透明効果を含む PDF を入力し、以下のすべての条件を満たす場合、ページ内の描画
位置がずれたり､ 真っ白で出力される場合があります。
•	 その他のタブの［製版余白］設定を OFF にしている
•	 PDF ファイルの MediaBox 等の原点座標に負の値が設定されている

「塗り足し」(P39) で説明しているように、塗り足しを正確にデザインし、ページ
原点を意識したデータ作成を行うことで、この問題は回避できます。

PDF/X-1a 運用

縦書き文字に透明効果で文字が
欠ける問題

InDesign CS2 ～ CS4 と Illustrator CS2 ～ CS4 において、縦書きの文字に透明効
果とオーバープリントを適用して、PDF/X-1 形式で出力すると、Acrobat9 で表示
すると文字が欠けて見えるという問題があります。Acrobat8 以前では問題は発生し
ません。

この問題は Trueflow では発生しませんが、該当するデータを InDesign CS4 や
Illustrator CS4 に配置することで、不具合が回避できないデータになってしまうの
で注意が必要です。

Acrobat Distiller 6 のフォント
エンベッド

Acrobat Distiller 6 に日本語のフォントのエンベッドに関する重要な不具合 *1) があ
る事が判明しています。現在確認できているのは、次のような条件でまれに再現す
る問題です。

•	 Illustrator のネイティブファイルか、PDF を InDesign に配置
•	 そのドキュメントから出力した PS を Distiller 6 を用いて PDF に変換

このような条件が揃う場合に、まれにフォントのエンベッドが正常に行えないこと

出力の手引き Web で発生原理を
説明しています。（Trueflow では
発生しない問題です）

Web
InDesign CS4 や Illustrator CS4
の配置で問題が回避できなくなる
原理を説明しています。

Web
InDesign CS5 や Illustrator CS5
では、上記の配置で問題が修正さ
れています。

Web
Adobe からの情報公開について
紹介しています。

Web

*1) この不具合は、Acrobat ７以
降では、修正されています。

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090709_acrobat9iissue.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090731_acrobat9issue_3.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528_acrobat9issue_4.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090715_acrobat9issue_2.html
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があるようで、Acrobat 6 で開くと、以下のようなエラーメッセージが表示され、
プロパティのフォントの部分で確認すると「埋め込みサブセット」と表示されない
フォントがある場合や、エラーメッセージもなく、文字が数文字欠けたりする不具
合が発生します。

その結果、出力してみると文字欠けが発生してしまいます。
回避策としては、以下のいずれかの方法が有効である事が確認されています。

•	 Illustrator ドキュメントを貼る場合は EPS 形式で行う
•	 InDesign CS から PDF/X-1a 形式にダイレクトに出力する

また、このような症状が発生した場合でも、Acrobat 6 による PDF/X-1a のプリフ
ライトでは「問題なし」として合格してしまうため、上記のような条件を満たすこ
とのできない、複雑なドキュメントで不安のある場合は、目視による入念なチェッ
クが必要です。

InDesign 2.0.2 から作成した PS
を使用する場合

InDesign 2.0.2 で 作 成 し た PS を Acrobat Distiller 7 で PDF/X-1a に 変 換 す る
と、「BleedBox オフセットが無効です」という違反で、チェックに適合しない場合
があります。これは、InDesign 2.0.2 の作成する PS の記述上、BleedBox よりも
MediaBox の方がごくわずかに小さく（内包してしまう）記述されてしまう場合が
ある事が原因で、Acrobat Distiller 6 ではこれを適合としていましたが、Acrobat 
Distiller 7 では適合しないと判断するようです。
InDesign 2.0.2 のドキュメントから PDF/X-1a を作成する場合は、トンボを付ける
などの方法でページサイズ（MediaBox）を大きくして PS を作成してください。

InDesign CS 〜 CS5

マルチスクリーン運用について
InDesign から出力される PostScript に配置した PhotoshopEPS に設定されたハー
フトーンスクリーン情報が含まれない、という問題があるため、InDesign を用いた
マルチスクリーン運用は行えません。
この場合でも、Trueflow 入力後の、AVANAS MultiStudio や TrapEditor を用いて、
マルチスクリーン指定を行う事は可能です。
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トランスファ関数の適応
Photoshop で指定したトランスファ関数を InDesign CS 以降で適応するためには、
Photoshop のトランスファ関数の設定ウインドウで、「プリンタの既定値を無視」
にチェックを入れておく必要があります。同時に、EPS 保存時の EPS オプションの「ト
ランスファ関数を含める」にもチェックが必要です。

（InDesign 2.0.2 以前のバージョンでは、トランスファ関数が適切に適応されない、
という問題がありました）

DCS 形式の EPS 画像を用いた運
用

従来の InDesign の運用では、DCS 形式の画像が用いられた場合、Trueflow 側で
OPI 処理を行う必要がありましたが、InDesign CS では DCS 画像をコンポジット
化して PostScript に埋め込むことができるため、Trueflow 側での OPI が不要にな
りました。この機能は、Photoshop で作成した画像のみが対象（Hexware のプラ
グインも含む）なので、それ以外のアプリケーションで作成した DCS 形式の画像
は、従来通り OPI 処理を行ってください。OPI 処理を行う場合は、「［OPI を無視］」
(P81) の説明に従って設定を行ってください。

特色が使用された Illustrator 
EPS

Illustrator10 以 前 を 使 用 し た EPS に 特 色 が 含 ま れ て い る 場 合、 そ の EPS を
InDesign で配置して PostScript 出力すると、記述的に矛盾のある PostScript が生
成され、エラーが発生します。特色が含まれた EPS を使用する場合は、Illustrator 
CS 以降を使用してください。

RGB（0,0,0）の色指定について
InDesign で、文字や罫線や塗りなどのオブジェクトの色指定で、RGB 全て 0% を
指定した場合、出力では K 版 100% にはならず、CMYK の 4 色に変換されてしまい
ます。（InDesign の仕様）
InDesign では RGB の色指定を使用せず、CMYK で色指定を行ってください。

（※ RGB ワークフローの場合、この限りではありません）

透明効果やぼかし効果
InDesign で、透明効果やぼかし効果をつけた Gray 画像を処理すると、解像度によっ
ては画像内に白スジが発生する場合があります。
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GrayTIFF の OPI 設定
InDesign で、色付けした GrayTIFF に対して、シェード （濃淡） で 100% 以外の値
を指定したデータを処理する場合、Trueflow の入力処理チケットの以下の OPI 設
定を ON にしてください。

•	 ALD
•	 EPS
•	 GrayTiff

InDesign で、特色に色付けした GrayTIFF を含むデータを、上記のような OPI 設
定で処理する場合、OPI 実画像が存在しないと、粗画像部分の色が薄く出力されて
しまいます。 （プロセスカラーで色付けされている場合は、この問題は発生しません）

店名差し替え
Trueflow で出力画像上の一部分に別のデータを重ねて出力する機能（店名差し替え
機能）を使用する場合、InDesign から「色分解 (In-RIP)」のカラーで PostScript
を出力すると、ベースページに白のオブジェクトが出力されるため、重ねた下地の
画像を隠してしまいます。InDesign CS 以降のデータを店名差し替え機能を利用す
る場合は、PDF/X-1a 形式で出力してください。

InDesign への PDF の配置
全ての InDesign において、部品として PDF を配置すると画像が抜けるなどの問題
が発生する事が確認 *1) されていますので、PDF の配置はしないでください。ただし、
PDF/X-4 の運用のために IllustratorCS2 〜 CS5 のネイティブファイル（内部的に
は PDF 形式）を InDesignCS2 〜 CS5 に配置する場合は、この問題は発生しません。
詳細は「Illustrator CS2 〜 CS5 ネイティブ運用」(P6) を参照してください。

*1)Trueflow ではサポートして
い な い QuarkXPress 6.x か ら
ダイレクトに出力した PDF を、
InDesign に配置した場合は高い
確率で発生します。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/50faq/20080208indesign.html
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InDesign CS3 〜 CS5 の「効果」
について

InDesignCS3 以降でサポートされた「効果」の内、以下のものを使用し、対象とな
る オ ブ ジ ェ ク ト が 回 転 さ れ て い る と 出 力 が 不 正 に な る 場 合 が あ り ま す。
InDesignCS4 や CS5 でも発生します。

 ・べベルとエンボス
 ・シャドウ（内側 )
 ・光彩（内側）
 ・サテン

回避方法としては、同様のデザインを Illustrator で行い、InDesign で配置して出
力するか、該当 InDesign ドキュメントから PDF/X-1a 出力をすることで、効果を
画像化して出力してください。

InDesignCS2 ～ CS4 での合成
フォントの問題

合成フォントが使用された InDesignCS2 ～ CS4 のドキュメントからダイレクトに
PDF/X-1a を出力し、Acrobat 7 と Acrobat 9( や Acrobat 8) で表示させると、表
示上の差違が発生する場合があります。

Trueflow でも従来の演算系で同様の問題が発生することがあります。

症状から見ると Acrobat 8 以降で問題が修正された様に見えますが、この問題の本
来の原因は InDesign が出力する PDF の記述にあり、PDF の規格としては Acrobat 
7 や Trueflow での出力結果の方が正しい（が InDesign での表示とは異なる）事が
分かっていますが、印刷としては Acrobat 9 での表示、つまり InDesign で見た通
りの出力が得られないと、問題になります。

出力の手引き Web では、より詳
細な説明をしています。

Web
Adobe からの情報公開について
紹介しています。

Web

この問題は以下のバージョンの
Trueflow で正しく出力できる様
になりました。
・Ver4.01 TF185
・Ver5.01 TF175
・Ver6.01 TF135
・Ver7.10 TF110
・Ver7.20 以降

出力の手引き Web で発生原理を
説明しています。

Web
まとめ記事として InDesign と
Trueflow の修正について説明し
ています。

Web
Adobe からの情報公開について
紹介しています。

Web

この問題は以下のバージョンの
Trueflow で正しく出力できる様
になりました。
・Ver4.01 TF180
・Ver5.01 TF168
・Ver6.01 TF125
・Ver7.00 TF017
・Ver7.10 以降

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20081212indesigneffect.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090202indesigneffect-2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090423ind_composefont.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090922indesigncs4_604html.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090522ind_composefont2.html
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Illustrator CS 〜 CS5

Trueflow の「グラデーションの
差し替え」

グラデーションを含むデータを入力処理の「グラデーションをスムースシェーディ
ングに変換」を OFF で処理すると、グラデーションが欠けたり品質が低下する場合
があります。通常、入力処理の ｢グラデーションをスムースシェーディングに変換｣ 
は ON としてください。
しかし、例外として、グラデーション上に特殊効果が付けられた部品を配置したデー
タを処理した場合、部品周辺のグラデーションに濃度差が発生することがあるため、
この場合は、入力処理の ｢グラデーションをスムースシェーディングに変換｣ を OFF 
にし、グラデーションの差し替えを行わない事で、この現象を回避することが可能です。

画像化されるオブジェクト
Illustrator で、透明効果・ぼかし・ドロップシャドウなどの効果をつけた場合、対
象としたオブジェクトが画像化されて保存されることがあります。
そのため、画像化された部分の出力結果にムラがでたり、段差が生じる場合があり
ます。

特色の疑似色化
特色名が同じで、擬似色値が異なる特色が同一ページ / 同一折りに面付けして使用
された場合、入力処理テンプレートの「特色情報の取り込みをする｣ を ON にして
特色を取り込むと、同一名の特色は全て同じ擬似色値を持つようになります。
データ作成時は一時的に特色として登録し、最終的にプロセス分解して出力を行
う場合は、入力処理テンプレートの ｢特色情報の取り込みをする｣ を OFF とし、
QuarkXPress 4.1 ／ 5.0 の場合は TP-X の特色調整機能にて、それぞれの部品で設
定した擬似色値により、特色をプロセス化することが可能です。
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PDF
•	 Illustrator CS2 において、Illustrator から直接 PDF1.4 形式で出力したものは、

正常に出力されない事があります。Illustrator CS2 の場合は、EPS 保存したもの
を使用するか、PDF/X-1a で保存したものを使用してください。

•	 Illustrator で透明効果とグラデーションメッシュの機能を併用して PDF を作成す
ると、グラデーションメッシュの部品が消えてしまうことがあります。

•	 Illustrator CS ／ CS2 から PDF を出力する場合、画像はリンクではなく埋め込ん
で処理してください。リンクで貼ると、画像にスジが入る場合があります。
Illustrator CS3 で、この問題は修正されています。(P4)(P57)

Trueflow の OutlinePS/EPS
Illustrator で作成したデータを含むジョブから Trueflow の OutlinePS ／ EPS を作
成する上で、いくつかの留意事項があります。
詳細は、「Trueflow 使用上の留意点」を参照してください。

Illustrator CS4 以降での透明グ
ラデーション

Illustrator CS4 で新たにサポートされた透明グラデーションが含まれたデータは、
Adobe Creative Suite 2 や Acrobat 7 以前のアプリケーションでは正しく処理でき
ないことが確認されています。Illustrator CS4 で作成した透明グラデーションを含
むデータを InDesign に配置して出力する場合は必ず InDesign CS4 をお使い下さ
い。（参照：「Illustrator CS2 〜 CS5 ネイティブ運用」(P6) ）

文字と透明度グラデーション
Illustrator CS4 以降を用いて、文字に透明度グラデーションを用いて PDF/X-4 形
式で書き出した場合、Acrobat 8 以前では正しく表示されません。
Trueflow 内部で PDF1.3 変換を行った場合に同じ問題が発生します。

出力の手引き Web では、より詳
細な説明をしています。

Web

出力の手引き Web では、より詳
細な説明をしています。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20081212illustratorcs4.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100331ill_smask.html
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Photoshop CS 〜 CS5

Photoshop で DCS を作成する場合
以下の理由より、種々の DCS 画像を最も問題なく運用できるのは Photoshop CS
以降です。
Photoshop 7 または Photoshop CS 以降を用いて、DCS や DCS2 形式で保存する
時に「プレビューなし」の形式で保存すると、Trueflow での OPI 処理が正常に動
作しません。「カラープレビューを含む」形式で保存することで正常に動作します。
Photoshop 7 で JPEG エンコードを行った DCS を作成すると、データが不正になり、
Trueflow でエラーになります。この問題は Photoshop CS 以降では発生しません。
Photoshop 6 以前で作成した DCS2 では CMYK 版が揃っていないと、データ不正
でエラーになります。

ヒストリーログ
Photoshop CS からサポートされたヒストリーログ機能を用いて、ヒストリーログ
を含んだ EPS が保存された場合、編集履歴が大きくなると、PostScript での文字列
の制限を超えたログが EPS 内に記録され、エラーが発生します。ヒストリーログ機
能は使用しないでください。

QuarkXPress 6.5 〜 8

アップグレードの推奨
QuarkXPress 6.5 では多くの不具合が修正されており、OpenType フォントのダイ
ナミックダウンロードにも対応されています。QuarkXPress 6.1 で問題がある場合、
まず QuarkXPress 6.5 へのアップグレードをお試しください。

ダイレクト PDF 出力について
QuarkXPress からダイレクトに出力される PDF については、サポートしていません。
また、QuarkXPress 6.5 で環境設定内の PDF において「PostScript ファイルを一
時作成」と設定して作成された PS ファイルもサポートしません。
QuarkXPress 7*1) 以降では PDF/X-1a ダイレクト出力をサポートします。

セパレーション PS について
Trueflow ではセパレーション PS での運用を推奨していません。
QuarkXPress 6.5 / 7 / 8 でのセパレーション PS 運用もサポート外となります。

*1)QuarkXPress 7 は欧米版のみ
リリースされています。
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QuarkXPress 6 のグラデーショ
ンについて

QuarkXPress 5 以前では、内部で設定できるグラデーションは、Trueflow 内部で
のグラデーション差し替えの対象となり、なめらかなグラデーションが出力できて
いましたが、QuarkXPress 6 では、グラデーションの記述パターンが変更されて
いるために、差し替えの対象とならず、PostScript の記述そのままの出力を行いま
す。このため、QuarkXPress 6 でのグラデーションは、それ以前のバージョンの
QuarkXPress で出力したものと比較して、品質が劣化する場合があります。
QuarkXPress 7 以降ではグラデーションは PDF、PostScript 出力ともにスムース
シェーディングで記述される様に改善されており、Trueflow 内部での差し替えの必
要なしに、なめらかなグラデーション出力が得られます。

特色名の長さ制限
特色名が半角 32 文字以上で、印刷カラーが「DeviceN」の場合に Trueflow でエラー
が発生することがあります。特色名は半角 31 文字以下にしてください。

ボックスのフレームに特色
QuarkXPress 6 では、ボックスのフレームの色として特色を指定しても、正常に出
力できない場合があります。

テーブル作成機能
QuarkXPress 6 のテーブル作成機能において、条件によっては画面表示と出力結果
が異なる事が確認されています。
テーブル機能を使用される場合は、出力結果に問題がないかどうか確認してから使
用してください。

ページ情報の文字
QuarkXPress 6 では、仕上がりページ外に出力されるトンボの横の「ドキュメント
名日時ページ」の文字がビットマップで出力されます。QuarkXPress 7 以降では問
題ありません。

DCS のサポート
QuarkXPress 6 では、本来セパレーション運用が前提である DCS（DCS2 を含
む）を用いたドキュメントを出力する場合は、その画像を Trueflow 側にコピー
し、Trueflow 側で OPI 処理を行うことで、コンポジット運用でも正常に出力する
ことができます。QuarkXPress 6 で DCS（DCS2 を含む）を含むドキュメントを
DeviceN 形式で PostScript 出力を行うと、「現在印刷しようとしているページには
DCS 画像が含まれています。DeviceN を使って DCS 画像を印刷する場合、予測不
能の事態が起こる可能性があります。続けてよろしいですか ?」と表示されますが、
ドキュメント上の全ての DCS 画像が Trueflow 側で OPI 処理できるようになってい
れば、問題なく処理できます。
QuarkXPress 7 以降では DCS の Trueflow 側での OPI 処理はサポートしません。
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印刷書式ファイルについて
QuarkXPress 6.5 からは、印刷書式ファイルでブリード値も設定できるようになっ
ています。
しかし「Trueflow スタイル ver2.1J」にはブリード値を含んでいませんので、PS 出
力時に手順通りレイアウトタブのオフセットと同じ値を設定するか、同じ値を設定
した新たな印刷書式ファイルを作成し、それを使用してください。
QuarkXPress 7 以降ではブリード値も含めた出力スタイルになっています。

不要版自動判別機能の制限
入力データに CMYK 成分をもつ画像が含まれる場合、画像データのピクセル値に関
わらずプロセスカラーが全て出力されます。
データにグラデーションがあると、判定が正しく行われず、不要版が出力される場
合があります。（QuarkXPress の方形ブレンド、ダイヤモンドブレンド等）

透明効果
QuarkXPress 7 / 8 で透明が使用された場合、出力時に分割された箇所に僅かにオ
ブジェクトのずれや、ストリークが確認される場合があります。

Illustrator ネイティブ貼り込み
QuarkXPress 8 で Illustrator ネイティブ貼り込みの場合、Illustrator の「不透明
マスク」機能を用いたデータが正常に出力できない場合があります。EPS 形式で貼
り込んだ場合は問題ありません。

出力の手引き Web では、他の透明
の留意事項を説明をしています。

Web

出力の手引き Web では、より詳
細な説明をしています。

Web
8.1 アップデータでの改良点と留
意事項も説明しています。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090812_quarkxpress81_2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20080716qxp8ai_support.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090813_quarkxpress81_3.html


大日本スクリーン製造株式会社

Trueflow 出力の手引き　第 14 版Adobe CS2 〜 CS5、 Acrobat 7 〜 9 の PDF 設定102

初期設定

本章では、DTP で作成したデータを Trueflow で運用していただく前に、あらかじ
め必要な設定事項、また Trueflow で推奨する出力設定についての重要な情報を記
載しています。

•	 Trueflow 用　各プリセットファイル対応表
PDF/X-1a 出力

.joboptions
PDF/X-4 出力
.joboptions カラー設定 .csf PS 出力 .prst

CS Trueflow PDF-X-1a 
1.0（.pdfs） ー ー Trueflow 1.1

CS2 TrueflowPDFX1a1.3J Trueflow RGBwf 1.3J Trueflow Color Std 1.0J
Trueflow Color Pro 1.0J Trueflow 1.1

CS3 〜
CS5 TrueflowPDFX1a1.3J Trueflow PDFX4 1.3J 

Trueflow RGBwf 1.3J*1)
Trueflow Color Std 1.0J
Trueflow Color Pro 1.0J Trueflow 1.1

Distiller 
7 〜 9 TrueflowPDFX1a1.3J ー ー ー

*1)「バージョニング運用」(P91) の場合のみ使用

Adobe CS2 〜 CS5、 Acrobat 7 〜 9 の PDF 設定

Adobe PDF プリセット
Trueflow では、PDF/X 出力用の推奨設定をプリセットファイルとして提供してい
ます。

•	 Trueflow PDFX1a1.3J.joboptions (PDF/X-1a 用 )
•	 Trueflow PDFX41.3J.joboptions (PDF/X-4 用 )

このプリセットファイルは Acrobat で Trueflow に最適化した PDF/X を作成するた
めに使用します。プリセットに関する詳細は「PDF 書き出しプリセット」(P4) 
を参照してください。

Ⅰ．注意事項
•	 PDF プリセットファイルの格納場所が変更となり、各ユーザがユーザのフォルダ

へ保存したプリセットファイルは全ユーザで共有できません。個別に設定が必要
です。

•	 設定したプリセットファイルは Acrobat と Creative Suite の各アプリケーション
間で共有できます。

CS2 からの出力
Adobe CS2 から出力する場合の
Trueflow 用 RGB ワークフロー
のプリセットとして、「Trueflow 
RGBwf 1.3J.joboptions」
を配布しています。
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Ⅱ．Adobe PDF 設定

1.	 プリセットファイルを以下の指定のフォルダに格納してください。
［ Adobe CS3 〜 CS5, Acrobat8/9 の場合 ］
（Mac）

/Users/[ ユーザ名 ]/Library/Application Support/Adobe/Adobe PDF/Settings/

（Win）
￥Documents and Settings￥[ユーザ名]￥Application Data￥Adobe￥Adobe PDF￥Settings￥

［ Adobe CS2, Acrobat7 の場合 ］
（Mac）

/Library/Application Support/Adobe PDF/Settings/

（Win）
￥Documents and Settings ￥All Users ￥Shared Documents ￥Adobe PDF ￥Settings ￥

2.	 このファイルを置くことにより、それぞれのアプリケーションでこのジョブが使
用できる状態になります。

以上で、プリセットの設定は完了です。
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Adobe CS2 〜 CS5 の共通各種プリセット
Adobe CS2 〜 CS ５の共通プリセットして、以下の 3 種類の初期設定ファイルを用
意しています。
•	 カラー設定ファイル（.csf）
•	 PS 出力プリントプリセットファイル（.prst）
•	 RGB ワークフロー用プリフライトプロファイル（.kfp）

カラー設定ファイル
Trueflow では、カラーの推奨設定として２つのカラー設定ファイル（.csf）を提供
しています。
•	 Trueflow Color Std 1.0J.csf
•	 Trueflow Color Pro 1.0J.csf
全てのアプリケーションにおいて、共通で使用するカラー設定ファイルです。
RGB 画像用の作業スペースとして、「sRGB IEC61966-2.1」を、CMYK 画像用の作
業用スペースとして「Japan Color 2001 Coated」を指定しています。CMYK 画像
にリンクされたプロファイルは無視され、カラー値は保持される設定になっていま
す。また、作業上注意の必要なカラープロファイルの不一致については、必要に応
じて警告表示される設定になっています。

Ⅰ．プリセットカラーの設定

1.	 ２つのプリセットカラーファイル（Trueflow Color Std 1.0J.csf、Trueflow 
Color Pro 1.0J.csf）を以下の指定のフォルダに格納してください。

（Mac）
/Library/Application Support/Adobe/Color/Settings/Recommended/

（Win）
￥Program Files ￥Common files ￥Adobe ￥Color ￥Setting ￥Recomended ￥

以上で、プリセットカラーの設定は完了です。

「Trueflow Color Pro 1.0J」はド
キュメントに設定されたカラープ
ロファイルの不一致は必要に応
じて表示されますが、「Trueflow 
Color Std 1.0J」はプロファイル
に関する警告は表示されません。
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Ⅱ．カラー設定の同期
Adobe CS2 〜 CS5 の複数のアプリケーションを使用する場合は、作業前に Bridge
を使用してカラーの設定を行います。
カラー設定を行うと自動的に同期され、Adobe CS2 〜 CS5 のすべてのアプリケー
ション間で同じ色を再現できます。

1.	 Bridge を起動します。

2.	 メニューから、編集／ Creative Suite のカラー設定 ... を選択します。*2)

3.	 Suite のカラー設定ダイアログが表示されます。
その一覧からカラー設定「Trueflow Color Pro」、もしくは「Trueflow Color 
Std」を選択し、「適用」ボタンをクリックすると、カラー設定の同期が完了します。

カラー未同期 *1) のメッセージ

カラー設定が同期されていない場
合は、CS2、CS3、CS4 の各アプ
リケーションで、カラー設定ダ
イアログボックスの上部に警告
メッセージが表示されます。
作業前にカラー設定を同期させる
ことをお勧めします。

*1) CS3 まで「非同期」でしたが、
CS4 で「未同期」に変わりました。

*2)Bridgeのメニューに「Creative 
Suite のカラー設定」が表示され
ない場合は、各アプリケーション
で同様のカラー設定を行ってくだ
さい。
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4.	 このカラー設定の同期は、Bridge をはじめ、各 CS2 〜 CS5 のアプリケーション
から確認することができます。

［ InDesign CS5 の場合 ］

PS 出力プリントプリセット
Trueflow では、PostScript の推奨設定をプリントプリセットファイル（.prst）と
して提供しています。

•	 Trueflow 1.1.prst

このプリセットファイルは、InDesign CS2 〜 CS5 から PostScript を出力する場合
に使用するプリセットファイルです。
InDesign CS 用（Trueflow 1.0.prst）の「PS 出力プリントプリセット」(P110)
とはカラーマネジメントの設定が異なります。

Ⅰ．プリント プリセットの設定

1.	 ファイル／プリントプリセット／定義 ... を選択します。

プリセット設定

一度、プリセットの設定作業を行
えば、削除しない限り、再度同じ
プリセットの設定を行う必要はあ
りません。
また、プリセットファイルの設
定内容は InDesign に読み込まれ
るため、読み込みが完了したプ
リセットファイルは設定時と同
じ場所に置いておく必要はあり
ません。
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2.	 表示されたプリントプリセットダイアログで、 「読み込み ...」ボタンをクリック
します。

3.	 プリントプリセットの読み込みダイアログで、読み込み元のプリセットファイル
を選択し、「開く」ボタンをクリックします。

4.	 ファイルが読み込まれ、プリセットとして追加されます。
プリントプリセットダイアログに、追加したプリセット名が表示されていること
を確認し、「OK」ボタンで終了します。

以上で、プリントプリセットの設定は完了です。
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RGB ワークフロー用プリフライ
トプロファイル

Trueflow 側で推奨する PDF であるかを Acrobat 7, 8, 9 で検証するには、専用の
RGB ワークフローのプリフライトプロファイルを読み込ませる必要があります。
Trueflow ではプロファイルを提供しています。このプロファイルを読み込ませて検
証を行ってください。

•	 Trueflow RGBwf 1.1J.kfp

ここでは、プロファイルの読み込み手順を説明します。

Ⅰ．プロファイルの読み込み

1.	 Acrobat 7, 8, 9 で、メニューのアドバンスト／プリフライト ... からプリフライ
トダイアログを表示し、オプション／プリフライトプロファイルを取り込み ... を
選択します。表示されるファイル選択ダイアログで、あらかじめ用意しておいた
RGB ワークフロー用のプリフライトプロファイルを選択します。

2.	 プリフライトダイアログのリスト一覧に、追加したプロファイルが表示されます。
これで完了です。
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InDesign CS のプリセット
　
プリセットを使用し、出力に関する全ての設定をまとめてスタイルとして定義する
ことにより、出力作業の簡略化を図ることができます。

Trueflow では、InDesign CS から PS ファイル、PDF ファイルを出力するための
推奨設定をプリセットファイルとして提供しています。

•	 PDF 書き出しプリセットファイル（.pdfs）
•	 PS 出力プリントプリセットファイル（.prst）

PDF 書き出しプリセット
Trueflow では、PDF/X-1a での推奨設定を PDF 書き出しプリセットファイル（.pdfs）
として提供しています。

•	 Trueflow PDF-X-1a 1.0.pdfs

Ⅰ．PDF 書き出しプリセット
設定

1.	 ファイル／ PDF 書き出しプリセット／定義 ... を選択します。

2.	 表示された PDF 書き出しプリセットダイアログで、 「読み込み ...」ボタンをクリッ
クします。

プリセット設定

一度、プリセットの設定作業を行
えば、削除しない限り、再度同じ
プリセットの設定を行う必要はあ
りません。
また、プリセットファイルの設
定内容は InDesign に読み込まれ
るため、読み込みが完了したプ
リセットファイルは設定時と同
じ場所に置いておく必要はあり
ません。
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3.	 PDF 書き出しプリセットの読み込みダイアログで、　読み込み元のプリセット
ファイルを選択し、「開く」ボタンをクリックします。

4.	 ファイルが読み込まれ、プリセットとして追加されます。
PDF 書き出しプリセットダイアログに、追加したプリセット名が表示されてい
ることを確認し、「OK」ボタンで終了します。

以上で、PDF 書き出しプリセットの設定は完了です。

PS 出力プリントプリセット
Trueflow では、PostScript の推奨設定をプリントプリセットファイル（.prst）と
して提供しています。

•	 Trueflow 1.0.prst

Trueflow1.0.prst は、InDesign CS 用のプリセットとなっています。CS2 を使用さ
れる場合は、Trueflow1.1.prst をお使いください。

Ⅰ．プリントプリセットの設定

（InDesign CS2 の設定手順と同様です。InDesign CS2 の「PS 出力プリントプリセッ
ト」(P106) の手順で設定してください）
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QuarkXPress 8.0 の出力スタイル
　
はじめに、Trueflow 用のスタイルファイルを使用して、出力に関する全ての設定を
まとめて印刷書式として定義することにより、出力作業の簡略化を図ることができ
ます。
ただし、OPI 設定（リンク）については印刷書式でコントロールすることができな
いため、必ず手動で設定変更してください。

カラーのセットアップ
Trueflow では、カラーの推奨設定として PDF 用と PS 用の２つのカラー設定ファイ
ルを提供しています。

［カラー設定ファイル］
•	 TrueflowPDF Color 1.0J.xml
•	 TrueflowPS Color 1.0J.xml

1.	 編集／カラーのセットアップ ／出力 ... を選択します。

出力スタイル設定

一度、出力スタイルの設定作業を
行えば、削除しない限り、再度同
じ出力スタイルの設定を行う必要
はありません。
また、設定内容は QuarkXPress
に読み込まれるため、読み込み
が完了したスタイルファイルは
設定時と同じ場所に置いておく
必要はありません。

QuarkXPress 8 のカラー設定で
の DeviceN 指定について、出力
の手引き Web で説明しています。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/45quarkxpress/20080819qxp8devicen.html
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2.	 表示されたデフォルト出力セットアップダイアログで、 「取り込み ...」ボタンを
クリックします。

3.	 取り込み出力セットアップダイアログで、読み込み元のスタイルファイルを選択
し、「開く」ボタンをクリックします。
ここで、2. と 3. を繰り返すことで、PS 用と PDF 用など複数のスタイルファイ
ルを続けて読み込むことが出来ます。

4.	 読み込まれたファイルは、スタイルとして追加されます。
デフォルト出力セットアップダイアログに、追加したスタイル名が表示されてい
ることを確認し、「保存」ボタンで終了します。

以上で、出力カラーの設定は完了です。
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出力スタイル設定
Trueflow では、QuarkXPress 8.0 から PS ファイル、PDF ファイルを出力するため
の推奨設定を、出力スタイルとして提供しています。

[ QuarkXPress 8.0 の PDF/X-1a 出力と PS 出力 用の Style file ]
•	 TrueflowPS Style 3.1J.xml
•	 TrueflowPDFX1a Style 3.1J.xml

1.	 編集／出力スタイル ... を選択します。

2.	 表示された出力スタイルダイアログで、 「取り込み ...」ボタンをクリックします。
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3.	 印刷書式取り込みダイアログで、読み込み元のスタイルファイルを選択し、「開く」
ボタンをクリックします。
ここで、2. と 3. を繰り返すことで、PS 用と PDF 用など複数のスタイルファイ
ルを続けて読み込むことが出来ます。

4.	 読み込まれたファイルは、スタイルとして追加されます。
出力スタイルダイアログに、追加したスタイル名が表示されていることを確認し、

「保存」ボタンで終了します。

以上で、出力スタイルの設定は完了です。
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QuarkXPress 6.5 の印刷書式
初めに、Trueflow スタイルを使用して、出力に関する全ての設定をまとめて印刷書
式として定義することにより、出力作業の簡略化を図ることができます。
ただし、OPI 設定（リンク）については印刷書式でコントロールすることができま
せんので、必ず手動で設定変更してください。
Trueflow では、QuarkXPress からファイル出力するための推奨設定を、Trueflow
プリントスタイルファイルとして提供しています。
Trueflow スタイル ver2.1J

印刷書式の設定

1.	 QuarkXPress 6.5 を起動して、編集／印刷書式 ...　を選択します。

2.	 印刷書式ダイアログが表示されます。ここで、「取り込み ...」ボタンをクリック
します。

印刷書式設定

一度、印刷書式の設定作業を行え
ば、削除しない限り、再度同じ印
刷書式の設定を行う必要はありま
せん。
また、設定内容は QuarkXPress
に読み込まれるため、読み込み
が完了した印刷書式ファイルは
設定時と同じ場所に置いておく
必要はありません。
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3.	 印刷書式取り込みダイアログで、読み込み元のプリントスタイルファイルを選択
し、「開く」ボタンをクリックします。

4.	 ファイルが読み込まれ、印刷書式として追加されます。
印刷書式ダイアログの一覧に、追加したプリントスタイルファイルが表示されて
いることを確認し、「保存」ボタンで終了します。

以上で、印刷書式の設定は完了です。
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Mac OS X の初期設定
 
ここでは、本ドキュメントに記述のある新しい DTP アプリケーションの運用を行う
場合に、あらかじめ必要な Mac OS X 側での設定や、注意点などについて説明します。
これらの設定は、Mac OS 9 までのシステムで行っていた設定とは全く異なります。

PPD ファイルのインストール
管理者権限をもつユーザーでインストールする必要があります。
PPD は「DS TRUEFLOW_J V1.4」を使用します。このファイルを、必ず以下の２
箇所にインストールします。

/Library/Printers/PPDs/Contents/Resources/ja.lproj/
/Library/Printers/PPDs/Contents/Resources/en.lproj/

任意のユーザーでログインし、QuarkXPress のメニュー「補助」ー「PPD マネジャー」
から、正しく PPD が読み込まれている事を確認してください。
QuarkXPress の起動中にインストールした等の理由で、PPD が読み込まれていない
場合は、「更新」をクリックすれば読み込む事が可能です。

仮想プリンタの設定
ここでは、Trueflow に出力するための仮想プリンタを設定します。
下記の手順では IP プリンタの設定を行いますが、実際にこのプリンタに出力するの
ではなく、PS ファイルを作成するための Trueflow の PPD が設定された仮想プリ
ンタとして使用します。

1.	 システム環境設定の「プリンタとファックス」を起動します。

2.	「Printing] で「＋」アイコンをクリックしプリンタの追加を行います。

ここでは、Mac OS X 10.6 の画
面で紹介していますが、各々の
DTP アプリケーションの「必要
システム構成」に合致した OS で、
同様の設定を行ってください。

Mac OS X 10.5, 10.6 の場合
/ L i b ra r y / Pr i n t e r s / P P D s /
Contents/Resources/
へもインストールしてください。

出力の手引き Web では補足情報
を記載しています。

Web

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528cs5ppd.html
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3.	 表示されるダイアログで「IP」を設定します。
設定後、「追加」ボタンで完了します。

プロトコル LPD（Line Printer Daemon）

アドレス localhost

名前 任意のプリンタ名（例：Trueflow）

使用するドライバ *1) DS TRUEFLOW_J V1.4

4.	 プリンタリストにプリンタが追加されていることを確認し終了してください。
以上で、仮想プリンタの設定は完了です。

*1)［使用するドライバ］：
使用するドライバで「その他 ...」
を選択し、ファイル選択ダイア
ログを開きます。そこから「DS 
TRUEFLOW_J V1.4」を選択し「開
く」をクリックします。
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Windows XP の初期設定
 
＊ここでは、Windows XP の画面で紹介していますが、各々の DTP アプリケーショ
ンの「必要システム構成」に合致した OS で、同様の設定を行ってください。

ここでは、あらかじめ必要な Windows 側での設定について説明します。
これらの設定は、Windows XP までのシステムで行っていた設定と同様です。

PostScript プリンタドライバの
インストール

WindowsDTP を 稼 動 さ せ る マ シ ン に AdobePS を イ ン ス ト ー ル す る こ と で、
Trueflow に適した PS ファイルが作成できます。Trueflow が提供している「PPD ファ
イル」と、Adobe 社の Web サイトから「PostScript プリンタドライバ」（Windows
用ユニバーサルインストーラ 1.0.6 日本語版）をダウンロードし、あらかじめ用意
します。

1.	 Adobe 社の Web サイトからダウンロードした「winstjpn.exe」ファイルを
ダブルクリックし、起動させます。圧縮解凍後、「Adobe PostScript Driver 
Installer」が自動的に起動します。その際、記載内容を参考の上、設定を行って
ください。

Ⅰ .  プリンタの接続方法

コンピュータに直接接続（ローカルプリンタ） ON
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Ⅱ .  ローカルポートの設定
使用可能なポート FILE：ローカルポート

Ⅲ．プリンタのモデルの選択
　

プリンタのモデルの選択 DS TRUEFLOW_J V1.4

　

Ⅳ．共有
共有しない ON

［プリンタ］：
初めて設定をする場合は、ここに

「DS TRUEFLOW_J V1.4」 は 表
示されていません。

「参照」ボタンから、プリンタの
参照ダイアログを開き、そこで
Trueflow 用の PPD を指定する
ことにより表示されます。
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Ⅴ．プリンタ情報
プリンタ名 任意のプリンタ名

2.	「次へ」をクリックすると、インストールが開始します。
その後は必要に応じて調整し、ウイザードに従ってインストールを進め終了後、コ
ンピュータを再起動し完了です。

［プリンタ名］：
デフォルトでは、プリンタ名は

「DS TRUEFLOW_J V1.4」となっ
ています。
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付録

付録 -1　出力の手引き Web ＜目次＞
この目次ページは随時更新しています。最新リストは以下の記事で公開しています。
2010 年 05 月 07 日 ｜ 出力の手引き Web ＜目次＞

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/toc.html

オーバープリント

オーバープリント基礎 2008 年 04 月 10 日	 オーバープリントを正しく理解する (P19)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080410overprint.html

2008 年 04 月 15 日	 オーバープリントを正しく理解する (2) - DeviceN の影響 (P43)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080415op_devn.html

2008 年 04 月 22 日	 オーバープリントを正しく理解する (3) - OPM(P30)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20060422opm.html

Adobe PDF Print Engine での
オーバープリント

2010 年 01 月 13 日	 Adobe PDF Print Engine でのオーバープリント (1) - 概要 (P7)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100113appe_op1.html

2010 年 01 月 15 日	 Adobe PDF Print Engine で の オ ー バ ー プ リ ン ト (2) - 技 術 詳 細 (P7)
(P31)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100115appe_op2.html

2010 年 02 月 03 日	 Adobe PDF Print Engine でのオーバープリント (3) - DTP アプリケーショ
ンの挙動 (P7)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100203appe_op3.html

2010 年 02 月 24 日	 Adobe PDF Print Engine でのオーバープリント (4) - 覚えておくべき事 (P7)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100224appe_op4.html

オーバープリント事例
2007 年 11 月 27 日	 オーバープリント確認方法 (P22)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20071127overprint.html

2008 年 03 月 24 日	 オーバープリントは取り込みで処理 (P25)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/overprint1.html

2008 年 03 月 25 日	 オーバープリントプレビューを活用 (P23)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080325overprint2.html

2008 年 04 月 02 日	 CS3 ではオーバープリントの処理が違う (P25)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080402cs2vscs3.html

2009 年 02 月 26 日	「白ノセ」トラブルを解決する (1)(P26)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090226whiteop1.html

2009 年 03 月 02 日	「白ノセ」トラブルを解決する (2)(P26)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090302whiteop2.html

2009 年 03 月 05 日	「白ノセ」トラブルを解決する (3)(P26)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090305whiteop3.html

2010 年 03 月 24 日	 自動墨ノセは万全ではない (P26)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100324auto_op.html

2010 年 03 月 26 日	 自動墨ノセは万全ではない（Adobe 情報）(P26)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100326auto_op_adobe.html

2010 年 03 月 26 日	 白ノセ取り込み設定も万全ではない (P27)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100326white_op.html

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/toc.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080410overprint.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080415op_devn.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20060422opm.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100113appe_op1.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100115appe_op2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100203appe_op3.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100224appe_op4.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20071127overprint.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/overprint1.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080325overprint2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080402cs2vscs3.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090226whiteop1.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090302whiteop2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090305whiteop3.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100324auto_op.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100326auto_op_adobe.html
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2010 年 05 月 28 日	 意味が分かるようになった IllustratorCS5 の警告 (P26)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528aics5op.html

カラー設定
2008 年 04 月 23 日	 InDesignCS のカラーマネジメント (P46)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080423indesigncs_cms.html

2008 年 10 月 31 日	 AdobeCS 系のカラー設定と透明効果 (P46)(P90)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20081031adobecs_color.html

2009 年 01 月 29 日	 AdobeCS 系のカラー設定と透明効果 ( つづき )(P90)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090129adobecs_color_2.html

2009 年 12 月 22 日	 特色名の予約語と QuarkXPress の問題 (P34)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20091222spot_qxp.html

DeviceN

DeviceN 基礎
2008 年 03 月 11 日	 DeviceN を理解する (P43)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080311devicen.html

2008 年 04 月 21 日	 なぜ DeviceN 形式を使用するのか？ (P43)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080421devicen.html

DeviceN 事例
2008 年 02 月 27 日	 QuarkXPress6 以降は「DeviceN」で出力 (P42)(P83)(P87)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080225quarkdevn.html

2008 年 02 月 29 日	 InDesign に お け る「DeviceN」 は「 色 分 解 (In-RIP)」(P42)(P73)
(P80)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080229indesigndeviceninrip.html

2008 年 04 月 15 日	 オーバープリントを正しく理解する (2) - DeviceN の影響 (P43)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080415op_devn.html

2008 年 08 月 19 日	 QuarkXPress 8 での DeviceN 指定 (P66)(P111)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/45quarkxpress/20080819qxp8devicen.html

塗り足し
2008 年 02 月 29 日	 QuarkXPress3.x や 4.x のトンボ (P39)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080229quarkxpress3x4x.html

2008 年 09 月 04 日	 PDF のトンボ情報 (P39)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/40acrobat/20080804trimbox.html

透明効果
2008 年 02 月 20 日	 特色への透明効果 (P36)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080220cs2vscs3.html

2008 年 12 月 12 日	 IllustratorCS4 の透明グラデーション (P98)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20081212illustratorcs4.html

2009 年 08 月 12 日	 QuarkXPress 8.1 リリース (2) - 透明サポート (P84)(P101)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090812_quarkxpress81_2.html

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528aics5op.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080423indesigncs_cms.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20081031adobecs_color.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090129adobecs_color_2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20091222spot_qxp.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080311devicen.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080421devicen.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080225quarkdevn.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080229indesigndeviceninrip.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080415op_devn.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/45quarkxpress/20080819qxp8devicen.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080229quarkxpress3x4x.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/40acrobat/20080804trimbox.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080220cs2vscs3.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20081212illustratorcs4.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090812_quarkxpress81_2.html
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トラブル事例

InDesignCS3/4 の「効果」で
出力が不正になる

2008 年 12 月 12 日	 InDesignCS3/4 の「効果」で出力が不正になる (P96)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20081212indesigneffect.html

2009 年 02 月 02 日	 InDesignCS3/4 の「効果」の問題（Adobe 情報）(P96)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090202indesigneffect-2.html

InDesignCS2 ～ CS4 での合成
フォントの問題

2009 年 04 月 23 日	 InDesignCS2 ～ CS4 での合成フォントの問題 (P96)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090423ind_composefont.html

2009 年 05 月 22 日	 InDesignCS2 ～ CS4 での合成フォントの問題（Adobe 情報）(P96)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090522ind_composefont2.html

RIP のメモリ消費量を少なくす
る編集

2009 年 04 月 28 日	 RIP のメモリ消費量を少なくする編集 (P16)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090513_rip_memory.html

2009 年 05 月 13 日	 RIP のメモリ消費量を少なくする編集 (2) - パッチ公開 (P16)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090513_rip_memory2.html

縦書き文字に透明効果で文字が
欠ける問題

2009 年 07 月 09 日	 縦書き文字に透明効果で文字が欠ける問題 (P92)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090709_acrobat9iissue.html

2009 年 07 月 15 日	 縦書き文字に透明効果で文字が欠ける問題 (2) - Adobe 情報 (P92)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090715_acrobat9issue_2.html

2009 年 07 月 31 日	 縦書き文字に透明効果で文字が欠ける問題 (3) - 注意事項 (P92)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090731_acrobat9issue_3.html

2010 年 05 月 28 日	 縦書き文字に透明効果で文字が欠ける問題 (4) - CS5 で修正 (P92)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528_acrobat9issue_4.html

InDesign に効果付きデータを
配置

2009 年 11 月 04 日	 InDesign に効果付きデータを配置 (1) - 発生条件、回避策 (P91)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20091104illustrator_indesign.html

2009 年 11 月 05 日	 InDesign に効果付きデータを配置 (2) - 発生原理、解説 (P91)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20091105illustrator_indesign2.html

文字に透明度グラデーションを
使う

2010 年 03 月 31 日	 文字に透明度グラデーションを使う (P98)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100331ill_smask.html

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20081212indesigneffect.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090202indesigneffect-2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090423ind_composefont.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090522ind_composefont2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090513_rip_memory.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090513_rip_memory2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090709_acrobat9iissue.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090715_acrobat9issue_2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090731_acrobat9issue_3.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528_acrobat9issue_4.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20091104illustrator_indesign.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20091105illustrator_indesign2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20100331ill_smask.html
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まとめ記事

PDF 運用での重要な 3 つの留
意事項

2009 年 09 月 10 日	 PDF 運用での重要な 3 つの留意事項
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090910pdf_3troubles.html

2009 年 09 月 22 日	 PDF 運用での重要な 3 つの留意事項 (2) - InDesignCS4 6.0.4 と Trueflow 
SE(P96)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090922indesigncs4_604html.html

Adobe Creative Suite 5
2010 年 05 月 28 日	 縦書き文字に透明効果で文字が欠ける問題 (4) - CS5 で修正 (P92)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528_acrobat9issue_4.html

2010 年 05 月 28 日	 PDF 運用では必要ない PPD の設定 (P117)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528cs5ppd.html

2010 年 05 月 28 日	 意味が分かるようになった IllustratorCS5 の警告 (P26)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528aics5op.html

QuarkXPress 8.1
2009 年 08 月 10 日	 QuarkXPress 8.1 リリース (1) - 概要 (P67)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090810_quarkxpress81_1.html

2009 年 08 月 12 日	 QuarkXPress 8.1 リリース (2) - 透明サポート (P84)(P101)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090812_quarkxpress81_2.html

2009 年 08 月 13 日	 QuarkXPress 8.1 リリース (3) - その他の改良点と留意事項 (P101)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090813_quarkxpress81_3.html

Trueflow 出力の手引き公開情報
2008 年 07 月 16 日	 Trueflow 出力の手引き 第 12 版 公開

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20080716guideline12.html

2008 年 12 月 12 日	 Trueflow 出力の手引き 第 13 版 公開
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20081212guideline13.html

2010 年 05 月 28 日	 Trueflow 出力の手引き 第 14 版 公開
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528guideline14.html

その他
2008 年 02 月 08 日	 InDesign への PDF の配置 (P95)

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/50faq/20080208indesign.html

2008 年 02 月 23 日	 PDF/X-3 用の joboptions はなぜ配布しないのか？ (P2)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080222pdfx3.html

2008 年 04 月 25 日	 OpenType フォントを埋め込む？ (P68)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/50faq/20080425opentype.html

2008 年 07 月 16 日	 QuarkXPress 8 における留意事項 (P101)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20080716qxp8ai_support.html

2008 年 07 月 16 日	 Acrobat 9 でのレイヤー表示 (P91)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20080716acrobat9layer.html

2008 年 08 月 19 日	 Illustrator ネイティブ形式の保存オプション (P6)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/42illustrator/20080819illustratornative.html

2009 年 02 月 12 日	 文字か消える問題を回避する (P74)(P81)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090212font_problem.html

2010 年 05 月 28 日	 PDF 運用では必要ない PPD の設定 (P117)
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528cs5ppd.html

http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090910pdf_3troubles.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090922indesigncs4_604html.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528cs5ppd.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528aics5op.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528_acrobat9issue_4.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090810_quarkxpress81_1.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090812_quarkxpress81_2.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20090813_quarkxpress81_3.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20080716guideline12.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline13/20081212guideline13.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline14/20100528guideline14.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/50faq/20080208indesign.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline11/20080222pdfx3.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/50faq/20080425opentype.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20080716qxp8ai_support.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/guideline12/20080716acrobat9layer.html
http://www.screen.co.jp/ga_dtp/dtp/42illustrator/20080819illustratornative.html
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